
2021年（令和3年）5月27日（1） 第2597号（昭和42年5月15日第3種郵便物認可）（毎週木曜日発行）

発行所

株式会社コンクリート新聞社
〒160-0022
東京都新宿区新宿2－16－8

新宿北斗ビル  6F
電話03（5363）9711 FAX03（5363）9712
購 読 料 年間40,900円（消費税込）

　世界中の
　　コンクリートファンに …

https://www.beton.co.jpセメント技術大会特集

プツ、ベトンテックが新機種お披露目

４～７面

８面

生コン技術大会発表論文総評 ２面

パイル決算、民需不振で減益予想 ３面
今
週
の
紙
面

　４月の東北の生コン出荷量（非組合員は推定）
は前年同月比１３.１％減の４７万２千逢だった。県
別では青森のみプラスで、２１.８％増の５万９千逢
だった。２月から六ケ所村で原燃関連の特需が出
てきたため。
　秋田は９.６％減の４万逢、岩手は３４.１％減の６
万７千逢、山形は２.８％減の５万逢、宮城は１０.６％
減の１３万５千逢、福島は１７.３％減の１２万１千逢
だった。岩手、宮城、福島は２ケタマイナスで、
東日本大震災の第１期復興・創生期間が３月末で
終了したことに伴い、被災地での出荷が減ったた
めとみられる。
　今年度の出荷想定は秋田を除く５県でマイナス

予想となっている。秋田は前年比３.７％増の６１万
２千逢の見通し。前年の反動増を予想する。落ち
込み幅が大きいのは岩手で３割減の７８万３千逢。
青森は３.４％減の６５万６千逢、山形は１３.５％減の
５７万２千逢、宮城は２４％減の１３２万５千逢、福
島は１４％減の１４３万８千逢を見込む。
　秋田市内で残コン・戻りコンの有償化に向けた
動きが進み始めた。昨年、山形中央生コンクリー
ト協同組合（山形市）が行った有償化事例を秋田
県生コンクリート工業組合が紹介したことを受
け、それを参考に秋田県生コンクリート協同組合
（秋田市）が４月から残・戻りコンの有償化制度
を導入した。

４月出荷、青森のみプラ４月出荷、青森のみプラスス東 北
は
６
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
の

　
・
８
％
と
急
増
し
た
。

２２

在
化
。
そ
れ
に
よ
り
、
生

コ
ン
使
用
量
の
多
い
Ｒ
Ｃ

造
や
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
（
Ｓ
Ｒ
Ｃ
）
造
は
、

Ｓ
造
に
工
法
が
変
更
さ

れ
、
生
コ
ン
需
要
が
伸
び

悩
む
要
因
の
１
つ
と
な
っ

て
い
た
。
Ｓ
造
は
　
年
～

１１

　
年
度
で
５
・
４
ポ
イ
ン

１７ト
上
昇
し
た
一
方
、
Ｒ
Ｃ

造
は
５
・
７
ポ
イ
ン
ト

減
っ
て
い
た
。
た
だ
、
Ｓ

造
化
の
拡
大
に
伴
っ
て
、

　
年
度
末
に
ボ
ル
ト
不
足

１８が
発
生
し
、　
年
度
か
ら

１９

Ｓ
造
の
構
成
比
が
低
下
し

て
い
る
。

　
工
法
変
更
の
影
響
は
大

き
い
。
国
交
省
の
主
要
建

設
資
材
の
統
計
に
よ
る

と
、　
年
度
の
建
築
部
門

１９

に
お
け
る
請
負
工
事
費
１

０
０
万
円
当
た
り
の
生
コ

ン
使
用
量
は
Ｒ
Ｃ
造
が

８
・
　
逢
だ
が
、
Ｓ
造
は

６０

４
・
　
逢
と
、
約
２
倍
の

２５

差
が
あ
る
。

沖
縄
で
Ｒ
Ｃ
比
率
急
落

　
　
年
度
は
東
京
で
も
Ｒ

２０

Ｃ
造
の
構
成
比
が
２
ポ
イ

ン
ト
増
の
　
・
７
％
と

３７

な
っ
た
。
北
海
道
、埼
玉
、

千
葉
、
神
奈
川
、
兵
庫
な

ど
も
と
も
と
構
成
比
の
高

か
っ
た
地
域
で
も
Ｒ
Ｃ
比

率
が
回
復
し
た
。
そ
の
一

方
で
、
最
も
Ｒ
Ｃ
比
率
が

高
い
沖
縄
は
７
・
６
ポ
イ

ン
ト
減
の
　
・
３
％
と
急

６０

落
し
た
。
主
な
要
因
は
Ｓ

造
の
増
加
だ
。
沖
縄
で
Ｓ

造
は
塩
害
が
課
題
と
さ

れ
、
構
成
比
は
　
％
に
満

２０

た
な
か
っ
た
が
、　
年
度

２０

　
建
築
物
件
で
生
コ
ン
原

単
位
（
使
用
量
）
の
多
い

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｒ

Ｃ
）
造
の
シ
ェ
ア
が
回
復

し
て
き
た
。
国
土
交
通
省

が
こ
の
ほ
ど
公
表
し
た
２

０
２
０
年
度
の
建
築
着
工

床
面
積
は
前
年
比
８
・
５

％
減
の
１
億
１
４
３
０
万

愛
だ
っ
た
が
、
Ｒ
Ｃ
造
は

５
％
減
の
２
１
５
７
万
２

千
愛
と
全
体
に
比
べ
て
減

少
幅
が
小
さ
く
、
構
造
別

の
構
成
比
は
０
・
７
ポ
イ

ン
ト
増
の
　
・
９
％
と

１８

な
っ
た
。
３
年
連
続
で
前

年
を
上
回
っ
た
。
一
方
、

鉄
骨
（
Ｓ
）
造
の
床
面
積

は
　
・
４
％
減
の
４
０
２

１０
６
万
９
千
愛
と
な
り
、
構

成
比
も
０
・
８
ポ
イ
ン
ト

減
の
　
・
２
％
と
な
っ
た
。

３５

　
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
以
降
、
鉄
筋
や
型

枠
と
い
っ
た
職
人
不
足
が

深
刻
化
し
た
こ
と
を
背
景

に
、
現
場
の
工
程
遅
れ
や

諸
資
材
の
高
騰
な
ど
が
顕

Ｒ
Ｃ
比
率
が
３
年
連
続

Ｒ
Ｃ
比
率
が
３
年
連
続
増増

構
造
別
建
築
着
工
 Ｓ
造
低
下
続
く

ＣＯ２スラッジ固定化実験

生
コ
ン
は
住
宅
が
１
・
　４９

逢
、
非
住
宅
が
１
・
　
逢
。

８５

セ
メ
ン
ト
は
住
宅
が
０
・

　
亅
、
非
住
宅
が
０
・
　

５４

７０

亅
だ
っ
た
。

　
一
方
、面
積
ベ
ー
ス（
建

築
延
べ
床
面
積
　
愛
当
た

１０

り
）
の
生
コ
ン
使
用
量
は

０
・
　
逢
増
の
４
・
　
逢
、

０２

１１

セ
メ
ン
ト
は
０
・
　
亅
増

０３

の
１
・
　
亅
と
と
も
に
増

５３

え
た
。
構
造
別
で
は
生
コ

ン
は
木
造
が
０
・
　
逢
減

０５

の
２
・
　
逢
、
鉄
骨
鉄
筋

１８

コ
ン
ク
リ
ー
ト（
Ｓ
Ｒ
Ｃ
）

造
が
０
・
　
逢
減
の
６
・

９２

　
逢
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

３５ト
（
Ｒ
Ｃ
）
造
は
０
・
　２３

逢
減
の
８
・
　
逢
、
鉄
骨

６０

（
Ｓ
）
造
が
０
・
　
逢
増

２０

の
４
・
　
逢
だ
っ
た
。
セ

２５

メ
ン
ト
使
用
量
は
木
造
が

微
減
の
０
・
　
亅
、
Ｓ
Ｒ

７８

Ｃ
造
が
０
・
　
亅
減
の
２
・

３５

　
亅
、
Ｒ
Ｃ
造
が
０
・
　

２２

０８

亅
増
の
３
・
　
亅
、
Ｓ
造

１３

が
０
・
　
亅
増
の
１
・
　

０２

６３

亅
だ
っ
た
。

　
国
土
交
通
省
が
　
日
発

２１

表
し
た
２
０
１
９
年
度
の

主
要
建
設
資
材
の
建
築
部

門
の
原
単
位
（
使
用
量
）

に
よ
る
と
、
請
負
工
事
額

１
０
０
万
円
当
た
り
の
生

コ
ン
使
用
量
は
１
・
　
逢
６６

と
、
前
回
調
査
（
　
年
度
）

１７

に
比
べ
０
・
　
逢
（
４
・

０７

０
％
）
減
少
し
た
。

　
金
額
ベ
ー
ス
で
は
セ
メ

ン
ト
が
０
・
　
亅
減
の
０
・

０２

　
亅
、
骨
材
・
石
材
が
０
・

６１　
逢
減
の
２
・
　
逢
、
木

１７

６１

材
が
０
・
　
逢
減
の
０
・

０２

　
逢
、
鋼
材
が
０
・
　
亅

３５

０６

減
の
０
・
　
亅
と
全
て
の

３３

資
材
が
減
少
し
た
。
就
業

者
も
０
・
　
（
人
／
日
）

２３

減
の
７
・
　
（
人
／
日
）

８４

だ
っ
た
。
全
て
の
資
材
、

就
業
者
が
減
少
す
る
の
は

　
年
度
以
降
４
調
査
連
続

１３と
な
る
。
資
材
費
や
労
務

単
価
の
上
昇
が
金
額
当
た

り
の
使
用
量
が
減
る
要
因

と
な
っ
て
い
る
も
よ
う
。

住
宅
、
非
住
宅
別
で
は
、

生
コ
ン
原
単
位
減
少

建
築
部
門
 単
価
上
昇
を
裏
付
け

国交省
　
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
は
昨

春
、「
２
０
５
０
年
を
展
望

し
た
温
室
効
果
ガ
ス
に
係

る
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
体

的
な
施
策
」を
策
定
し
た
。

「
セ
メ
ン
ト
生
産
に
お
け

る
ネ
ッ
ト
Ｃ
Ｏ
２
排
出
原

単
位
の
削
減
」
と
「
セ
メ

ン
ト
及
び
セ
メ
ン
ト
関
連

製
品
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
全
体
を
通
じ
た
様
々
な

Ｃ
Ｏ
２
削
減
へ
の
貢
献
」

の
両
面
か
ら
取
り
組
み
を

進
め
、　
年
ま
で
に
実
質

５０

的
な
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
を
目
指
す
。

　
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
ゴ
ー

ル
に
向
け
て
、
セ
メ
ン
ト

生
産
工
程
か
ら
排
出
さ
れ

る
Ｃ
Ｏ
２
を
大
幅
に
削
減

さ
せ
る
「
革
新
技
術
」
の

開
発
が
成
否
を
左
右
す
る

た
め
、
同
Ｐ
Ｔ
に
課
せ
ら

れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
重

大
。「
既
存
技
術
の
応
用
や

発
展
に
加
え
て
、
革
新
技

術
の
開
発
、
実
用
化
な
く

し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
は
実
現
で
き
な
い
」

（
上
野
氏
）。技
術
開
発
を

加
速
さ
せ
る
た
め
、
同
Ｐ

Ｔ
を
中
核
に
、
中
央
研
究

所
、
生
産
部
、
設
備
部
、

環
境
事
業
部
が
参
画
す
る

社
内
横
断
組
織
と
し
た
。

専
任
、
兼
任
合
わ
せ
て
総

勢
約
　
人
で
、
北
林
勇
一

３０

副
社
長
が
担
当
役
員
と
し

て
陣
頭
指
揮
を
執
る
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
が
公
募
し
た

課
題
設
定
型
助
成
事
業

「
炭
素
循
環
型
セ
メ
ン
ト

製
造
プ
ロ
セ
ス
技
術
開

発
」
で
昨
年
６
月
に
同
社

の
提
案
が
採
択
さ
れ
た
。

　
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
は
秋
口
か
ら
熊
谷
工
場
（
埼
玉
県
熊
谷
市
）
を
中
核
と
し

た
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
証
試
験
を
開
始
す
る
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）
の
助
成
事
業
で
、
セ
メ
ン
ト
キ
ル
ン
の
排

出
ガ
ス
か
ら
回
収
・
分
離
し
た
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
の
廃
コ
ン
ク
リ
ー
ト

や
生
コ
ン
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス
ラ
ッ
ジ
へ
の
固
定
化
に
加
え
、
Ｃ
Ｏ
２
を
固
定

し
た
廃
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
高
純
度
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
分
離
し
て
セ
メ
ン
ト
原

料
と
し
て
再
利
用
す
る
な
ど
の
革
新
技
術
を
実
証
す
る
。
Ｃ
Ｏ
２
回
収
・
分
離

能
力
は
１
日
当
た
り
　
亅
と
セ
メ
ン
ト
キ
ル
ン
で
は
国
内
初
の
規
模
。
実
証
試

１０

験
を
指
揮
す
る
の
が
４
月
に
新
設
さ
れ
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
技
術
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
。
上
野
直
樹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
は
「
ラ

ボ
試
験
で
の
評
価
は
満
足
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
実
証
試
験
で
は
、
計
画
通
り

の
能
力
が
出
せ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
」
と
語
る
。

当
社
単
独
で
本
設
備
を
活

用
し
た
研
究
を
２
～
３
年

継
続
す
る
」（
野
村
幸
治
同

Ｐ
Ｔ
企
画
管
理
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
）
と
社
会
実
装

に
向
け
た
知
見
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
蓄
積
し
て
い
く
。

廃
棄
物
処
理
と
両
立
へ

　
同
Ｐ
Ｔ
で
は
今
後
、
セ

メ
ン
ト
製
造
プ
ロ
セ
ス
の

特
長
を
生
か
し
た
革
新
的

な
Ｃ
Ｏ
２
回
収
技
術
の
開

発
に
も
取
り
組
む
。
Ｃ

Ｏ
２

回
収
設
備
の
小
型

化
・
低
コ
ス
ト
化
に
加
え
、

セ
メ
ン
ト
産
業
の
社
会
的

使
命
で
あ
る
廃
棄
物
・
副

産
物
処
理
と
Ｃ
Ｏ
２
回
収

を
両
立
す
る
た
め
の
技
術

開
発
が
目
指
す
ゴ
ー
ル

だ
。
　「
こ
の
ゴ
ー
ル
を
達
成

す
る
た
め
に
は
現
行
の
セ

メ
ン
ト
製
造
プ
ロ
セ
ス
の

改
造
を
伴
う
の
で
ハ
ー
ド

ル
は
非
常
に
高
い
」（
上
野

氏
）。カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
実
現
す
る
た
め
の

必
須
技
術
と
位
置
付
け
、

こ
れ
か
ら
　
年
ス
パ
ン
の

１０

長
期
戦
に
臨
む
。

期
間
は
　
～
　
年
度
で
、

２０

２１

事
業
総
額
は
　
億
円
（
半

３３

額
助
成
）。

　
こ
の
実
証
事
業
で
は
英

国
カ
ー
ボ
ン
・
ク
リ
ー
ン

社
製
の
Ｃ
Ｏ
２
回
収
・
分

離
設
備
の
導
入
が
決
定
し

て
い
る
。
同
社
製
設
備
の

能
力
は
、
環
境
省
の
実
証

事
業
で
　
年
度
に
藤
原
工

１８

場
（
三
重
県
い
な
べ
市
）

に
設
置
し
た
設
備
の
約
５

０
０
倍
。「
回
収
分
離
能
力

日
量
　
亅
規
模
の
設
備
を

１０

用
い
た
実
証
試
験
は
、
社

会
実
装
に
向
け
た
非
常
に

重
要
な
ス
テ
ッ
プ
」（
上
野

氏
）
と
い
う
。

　
ま
た
、
生
コ
ン
へ
の
Ｃ

Ｏ
２
固
定
化
で
は
、
す
で

に
国
内
に
導
入
さ
れ
て
い

る
海
外
技
術
を
上
回
る
固

定
量
を
目
論
む
。
設
備
は

熊
谷
工
場
近
く
の
直
系
生

コ
ン
に
設
置
す
る
。

　
９
月
以
降
、
Ｃ
Ｏ
２
回

収
・
分
離
か
ら
カ
ー
ボ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
ま
で
一
気
通

貫
の
実
証
試
験
を
始
め

る
。「
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
事
業
後
も

ＣＣ
ＯＯ
２２
再
利
用
で
実
証
試

再
利
用
で
実
証
試
験験

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
 生
コ
ン
に
固
定
化
秋口開始

上野氏

野村氏

実
施
す
る
の
が
一
般
的

だ
っ
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
総
会
も

そ
れ
と
同
等
の
本
人
確
認

が
必
要
に
な
る
。
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
に
よ
る

認
証
で
個
々
の
組
合
員
ご

と
に
発
行
す
る
か
、
共
通

の
も
の
を
発
行
す
る
か
整

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

し
、
本
人
確
認
の
方
法
を

記
載
し
た
。

　
議
決
権
行
使
で
は
、「
本

人
」「
代
理
人
」「
書
面
ま

た
は
電
磁
的
方
法
」
に
よ

る
議
決
権
行
使
な
ど
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
と
り
ま
と

め
た
。
特
に
代
理
人
に
よ

る
議
決
権
行
使
で
は
、
代

理
人
に
よ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
出
席

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
事
務
処
理
コ
ス
ト

の
問
題
か
ら
、
従
来
の
対

面
に
よ
る
出
席
と
同
じ
扱

い
に
せ
ず
、
合
理
的
な
区

別
を
行
う
こ
と
が
許
容
さ

れ
る
と
し
た
。

境
整
備
で
は
「
シ
ス
テ
ム

環
境
の
整
備
」「
通
信
障
害

の
防
止
に
向
け
た
合
理
的

な
対
応
策
等
」「
事
前
の
情

報
提
供
等
」「
事
前
の
ル
ー

ル
整
備
」
に
つ
い
て
定
め

た
ほ
か
、
法
的
・
実
務
的

論
点
で
は
「
本
人
確
認
の

方
法
」「
議
決
権
の
行
使
」

「
組
合
員
か
ら
の
質
問
・

緊
急
議
案
・
動
議
の
取
扱

い
」「
役
員
の
選
出
」「
招

集
通
知
」「
通
信
障
害
」「
定

款
の
変
更
」
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
記
載
し
た
。
特
に

協
同
組
合
法
な
ど
で
総
会

に
出
席
し
、
議
決
権
を
行

使
で
き
る
の
は
総
会
の
招

集
時
点
で
組
合
員
名
簿
に

記
載
・
記
録
さ
れ
た
組
合

員
で
、
従
来
の
対
面
に
よ

る
組
合
総
会
で
は
会
場
で

の
受
付
時
に
本
人
確
認
を

い
る
こ
と
に
対
応
す
る
狙

い
。
中
小
企
業
等
協
同
組

合
法
施
行
規
則
な
ど
各
種

省
令
を
改
正
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ

開
催
が
正
式
に
認
め
ら
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
実
務
指

針
を
策
定
し
た
。

　
総
会
お
よ
び
理
事
会
は

各
種
省
令
で
議
事
録
に
開

催
「
場
所
」
を
記
載
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
物
理
的
な
場
所
を
定

め
る
こ
と
な
く
理
事
や
組

合
員
が
出
席
す
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
手
段

を
用
い
た
総
会
や
理
事
会

に
法
律
上
の
「
出
席
」
を

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍

で
三
密
回
避
と
な
る
新
た

な
総
会
や
理
事
会
の
開
催

方
法
を
確
立
し
、
組
合
と

組
合
員
の
対
話
の
活
性
化

や
組
合
コ
ス
ト
の
低
減
を

実
現
す
る
た
め
、
省
令
を

改
正
し
た
。

　
実
務
指
針
は
Ｗ
ｅ
ｂ
総

会
・
理
事
会
を
開
催
す
る

た
め
、
法
的
・
実
務
的
な

観
点
か
ら
最
低
限
留
意
す

べ
き
事
項
や
、
法
的
・
実

務
的
な
論
点
に
対
す
る
具

体
的
な
対
応
策
を
示
す
こ

と
で
、
Ｗ
ｅ
ｂ
総
会
・
理

事
会
の
開
催
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
指
針
の
対
象
は
中
小

企
業
等
協
同
組
合
法
を
は

じ
め
５
つ
の
組
合
法
に
規

定
さ
れ
る
組
合
。

　
指
針
で
前
提
と
な
る
環

　
経
済
産
業
省
は
　
日
、

１４

バ
ー
チ
ャ
ル
組
合
総
会
・

理
事
会
開
催
に
関
す
る
実

務
指
針
を
策
定
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
で
、
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

活
用
し
て
総
会
や
理
事
会

を
開
く
ケ
ー
ス
が
増
え
て

Ｗｅｂ総会で指針策定
経産省 実務的論点で詳細記載

昨年度

残水を２４時間連続処理
さらにリサイクルして再利用

産廃処理費の
 大幅削減！

http://fwobest.com/

一般社団法人
フレッシュコンクリート保証機構

生コン
瑕疵保証
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年
長
に
な
っ
た
娘
の
通
う
保
育

園
が
２
年
後
に
閉
園
す
る
。
理
由

は
保
育
士
不
足
で
あ
る
。

　「
保
育
園
落
ち
た
日
本
死
ね
」。

こ
の
題
の
匿
名
ブ
ロ
グ
が
国
会
で

取
り
上
げ
ら
れ
た
２
０
１
６
年
に

「
待
機
児
童
問
題
」
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
国
は
「
待
機
児

童
ゼ
ロ
」
を
目
標
に
掲
げ
、
規
制

緩
和
し
た
こ

と
で
保
育
園

の
開
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
い
て
い
る
。

　
園
児
を
受
け
入
れ
る
器
は
大
き

く
な
っ
た
反
面
、
保
育
士
不
足
は

深
刻
度
が
増
し
、
水
面
下
で
は
争

奪
戦
が
行
わ
れ
て
い
る
。
娘
の
園

で
も
退
職
者
が
相
次
ぐ
に
至
っ

て
、
半
世
紀
近
い
歴
史
に
幕
を
下

ろ
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　
最
初
は
良
か
れ
と
思
っ
て
や
っ

た
こ
と
の
陰
に
は
弊
害
が
潜
む
。

働
く
親
は
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
実
現

を
強
く
望
み
、
国
も
そ
れ
に
応
え

る
政
策
を
推
し
進
め
て
き
た
わ
け

だ
が
、
そ
れ
が
保
育
士
不
足
、
保

育
の
質
の
低
下
、
園
の
経
営
悪
化

と
い
っ
た
副
作
用
を
生
ん
で
い
る

こ
と
も
直
視
し
、
こ
れ
か
ら
の
政

策
に
反
映
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

　「
〇

〇

ち
ゃ
ん
と
は

あ
と
３
回
し
か
会
え
な
い
の
」。園

で
は
退
園
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
い
て
お

り
、
園
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
園
児

の
元
気
な
声
が
徐
々
に
少
な
く
な

り
、
活
気
が
薄
れ
て
い
る
こ
と
に

寂
し
さ
を
感
じ
る
。
お
そ
ら
く
娘

が
最
後
の
卒
園
児
に
な
る
。
思
い

出
に
残
る
１
年
を
作
っ
て
あ
げ
た

い
。

良
か
れ
と
思
っ
た
こ
と
が

生生生生生生生生生生
ココココココココココ
ンンンンンンンンンン
・・・・・・・・・・
セセセセセセセセセセ
メメメメメメメメメメ
ンンンンンンンンンン

生
コ
ン
・
セ
メ
ン
トトトトトトトトトトト

土
木
学
会
の
家
田
会
長

考
察
が
行
わ
れ
て
い
な
い

と
指
摘
す
る
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
地

方
の
公
共
交
通
機
関
の
経

営
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
、
情
報
イ
ン
フ

ラ
の
充
実
、
テ
レ
ワ
ー
ク

の
進
展
な
ど
に
よ
る
東
京

一
極
集
中
の
是
正
に
向
け

た
動
き
な
ど
を
挙
げ
、「
目

の
前
の
課
題
を
先
送
り
し

続
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
し
て
、
課
題
か
ら

目
を
背
け
る
こ
と
な
く
、

前
向
き
な
解
決
策
を
行
う

よ
う
提
案
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
世
界
的
な
流
行

か
ら
１
年
以
上
が
経
過
し

た
。
土
木
学
会
の
家
田
仁

会
長
は
具
体
的
な
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

に
つ
い
て
「
科
学
的
な
ス

タ
ン
ス
に
立
っ
て
事
象
を

考
え
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基

づ
い
て
迅
速
に
意
思
決
定

す
る
こ
と
が
必
要
」と
し
、

特
に
国
内
で
は
科
学
的
な

傾
向
に
あ
る
中
で
成
長
サ

イ
ク
ル
を
維
持
す
る
に

は
、「
生
産
部
門
を
含
め
た

完
全
統
合
が
必
要
と
両
社

で
認
識
が
一
致
し
た
。
従

来
の
関
係
を
発
展
さ
せ
、

両
社
の
強
み
お
よ
び
相
乗

効
果
の
発
揮
を
通
じ
た
持

続
的
成
長
を
図
る
こ
と

で
、
両
社
に
と
っ
て
最
適

な
運
営
体
制
を
構
築
し
た

い
」
と
し
た
。

　
事
業
統
合
後
の
成
長
戦

略
に
も
ふ
れ
、
国
内
の
セ

メ
ン
ト
事
業
で
創
出
さ
れ

た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を

成
長
分
野
へ
集
中
的
に
投

資
す
る
考
え
を
示
し
た
。

具
体
的
に
は
、
三
菱
マ
テ

リ
ア
ル
が
米
国
で
展
開
す

る
セ
メ
ン
ト
・
生
コ
ン
事

業
、
宇
部
興
産
の
高
品
質

石
灰
石
を
ベ
ー
ス
と
し
た

高
機
能
無
機
材
料
事
業
で

の
展
開
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

見
据
え
る
。
泉
原
社
長
は

「
　
年
度
は
事
業
統
合
の

２１
準
備
を
着
実
に
進
め
、
早

期
に
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
発

揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
最
大
の
課
題
」
と
強

調
し
た
。

を
統
合
す
る
こ
と
で
合
意

し
た
経
緯
を
説
明
。
セ
メ

ン
ト
の
国
内
需
要
が
縮
小

　
宇
部
興
産
は
　
日
、
電

１９

話
会
議
方
式
で
経
営
概
況

説
明
会
を
行
っ
た
。
昨
年

度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
営

業
利
益
は
減
益
と
な
っ
た

も
の
の
、
石
炭
価
格
の
低

下
や
コ
ス
ト
削
減
効
果
、

繰
延
税
金
負
債
の
取
り
崩

し
に
伴
う
税
金
負
担
の
減

少
な
ど
も
あ
り
、
純
利
益

は
２
０
１
９
年
度
並
み
を

確
保
し
た
。
泉
原
雅
人
社

長
は
「
　
年
度
は
コ
ロ
ナ

２１

禍
前
の
水
準
（
　
年
度
）

１９

を
上
回
る
業
績
と
な
る
」

と
予
想
し
た
。

　
　
年
度
の
業
績
は
売
上

２０
高
が
前
年
と
比
べ
５
４
０

億
円
減
の
６
１
３
８
億
円
、

営
業
利
益
が
　
億
円
減
の

８１

２
５
９
億
円
だ
っ
た
。
化

学
、
機
械
両
部
門
が
コ
ロ

ナ
影
響
で
需
要
が
大
き
く

減
退
し
た
こ
と
が
マ
イ
ナ

ス
要
因
と
な
っ
た
。

　
３
か
年
の
中
期
経
営
計

画
の
最
終
年
度
と
な
る
　２１

年
度
は
化
学
、
機
械
部
門

と
も
に
需
要
が
回
復
に
転

じ
る
と
し
、
増
益
を
見
込

む
。
一
方
で
、
建
設
資
材

部
門
は
石
炭
価
格
上
昇
の

影
響
で
減
益
と
予
想
。
コ

ロ
ナ
影
響
か
ら
は
回
復
し

つ
つ
あ
る
も
の
の
、
業
績

は
中
計
の
目
標
を
下
回
る

と
見
込
ん
で
い
る
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
の
事
業

方
針
の
中
で
、
泉
原
社
長

は
　
年
４
月
に
三
菱
マ
テ

２２
リ
ア
ル
と
セ
メ
ン
ト
事
業

も
上
手
に
で
き
る
仕
事
へ

の
集
中
」
に
取
り
組
む
。

　
環
境
の
Ⅴ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ
―

Ｕ
ｐ
で
は
、
経
営
の
根
幹

に
環
境
経
営
を
位
置
づ

け
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
を
　
年
度
に
　
年
度

３０

１３

比
で
　
％
削
減
、　
年
度

５０

５０

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
実
現
を
追
求
す
る
方
針

だ
。
　
人
財
の
Ⅴ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ
―

Ｕ
ｐ
で
は
、
人
財
教
育
や

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、
健
康

な
ど
の
戦
略
を
最
重
要
と

位
置
づ
け
、
社
員
が
働
き

が
い
や
仕
事
を
通
じ
た
成

長
を
実
感
で
き
る
企
業
と

す
る
考
え
。

　
３
つ
の
Ⅴ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ
―

Ｕ
ｐ
に
注
力
す
る
こ
と

で
、
営
業
利
益
を
　
年
度

２１

は
　
・
５
％
増
の
４
２
０

１１
億
円
、　
年
度
は
　
・
０

２２

１３

％
増
の
５
０
０
億
円
を
目

指
す
と
し
て
い
る
。

て
い
た
こ
と
が
奏
功
し
て

増
益
を
確
保
し
た
。

　
今
井
俊
夫
社
長
は
「
コ

ロ
ナ
禍
で
基
盤
事
業
が
落

ち
込
ん
だ
も
の
の
、
事
業

全
体
に
占
め
る
ス
ペ
シ
ャ

リ
テ
ィ
ー
化
率
が
　
％
９７

（
　
年
度
は
　
％
）
ま
で

１９

７３

上
昇
し
た
こ
と
で
影
響
を

カ
バ
ー
で
き
た
。
Ｄ
ｅ
ｎ

ｋ
ａ
　
Ⅴ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ
―
Ｕ

ｐ
の
方
向
性
が
正
し
か
っ

た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
」

と
語
っ
た
。

　
残
る
２
年
間
で
は
、「
デ

ン
カ
で
な
け
れ
ば
で
き
な

い
方
法
で
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
を

羅
針
盤
と
し
た
様
々
な
社

会
課
題
の
解
決
に
挑
戦

し
、
社
員
と
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
が
誇
り
に
思
い
、

『
社
会
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
存
在
』と
な
る
」

こ
と
を
目
指
す
。
そ
の
第

一
歩
と
し
て
、「
事
業
」「
環

境
」「
人
財
」
の
３
つ
の
Ⅴ

ａ
ｌ
ｕ
ｅ
―
Ｕ
ｐ
の
取
り

組
み
に
注
力
す
る
。

　
事
業
の
Ⅴ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ
―

Ｕ
ｐ
で
は
、
ス
ペ
シ
ャ
リ

テ
ィ
ー
事
業
の
成
長
加
速

な
ど
で
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

の
変
革
を
図
り
、「
誰
よ
り

　
デ
ン
カ
は
こ
の
ほ
ど
、

５
か
年
経
営
計
画
「
Ｄ
ｅ

ｎ
ｋ
ａ
　
Ⅴ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ
―

Ｕ
ｐ
」
の
中
間
レ
ビ
ュ
ー

と
２
０
２
２
年
度
ま
で
の

残
る
２
年
間
で
の
取
り
組

み
を
発
表
し
た
。
重
点
分

野
と
設
定
し
て
い
る
ヘ
ル

ス
ケ
ア
、
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
高
付
加
価
値
イ
ン

フ
ラ
に
お
け
る
ス
ペ
シ
ャ

リ
テ
ィ
ー
化
の
推
進
を
継

続
す
る
こ
と
で
外
部
環
境

に
左
右
さ
れ
に
く
い
経
営

体
制
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
社
会
に
お
け
る
存
在

意
義
を
明
確
に
し
て
　
年
２２

度
の
数
値
目
標
の
達
成
を

目
指
す
方
針
だ
。

　
中
間
レ
ビ
ュ
ー
は
　
日
１２

に
開
い
た
２
０
２
１
年
３

月
期
の
連
結
決
算
発
表
会

で
公
表
し
た
。
同
社
の
　２０

年
度
の
営
業
利
益
は
前
年

比
９
・
８
％
増
の
３
４
７

億
円
だ
っ
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
ク
ロ
ロ
プ
レ
ン
ゴ
ム

を
は
じ
め
と
し
た
基
盤
事

業
の
需
要
が
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
も
の
の
、　
年
度

１８

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
経
営

計
画
の
中
で
、
独
自
性
と

高
付
加
価
値
を
兼
ね
備
え

た
技
術
を
展
開
す
る
ス
ペ

シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
化
を
進
め

ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
化
推
進

デ
ン
カ
 営
業
利
益
　
億
円
目
指
す

５００

「
両
社
の
強
み
活
か
す
」

セ
メ
ン
ト
統
合
 シ
ナ
ジ
ー
発
揮
へ
準
備

宇部興産

２００個作った

　
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
青
年
部
と
し
て
総
会
や

研
修
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が

行
え
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
余
っ
た
予
算
を

活
用
し
て
製
作
し
た
。
す

で
に
小
規
模
な
生
コ
ン
体

験
イ
ベ
ン
ト
が
再
開
さ
れ

て
お
り
、
組
合
員
工
場
が

工
組
か
ら
取
り
寄
せ
て
、

小
学
生
な
ど
へ
見
学
会
の

お
土
産
と
し
て
配
布
し
て

い
る
。

　
山
形
県
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
業
組
合
青
年
部
会

（
東
海
林
明
会
長
）
は
こ

の
ほ
ど
、「
な
ま
リ
ン
ち
ゃ

ん
」
を
使
っ
た
ノ
ベ
ル

テ
ィ
グ
ッ
ズ
と
し
て
、
小

学
生
な
ど
の
生
コ
ン
工
場

訪
問
者
へ
の
配
布
用
の
帆

布
製
エ
コ
バ
ッ
グ
を
２
０

０
個
製
作
し
た
。
同
工
組

青
年
部
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ

グ
ッ
ズ
は
　
年
度
の
ピ
ン

１９

バ
ッ
チ
に
続
い
て
２
例

目
。

山形工組青年部

エコバッグを製作
小学生などに配布

う
ま
く
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
対
応
す
る
こ
と
を
試

み
て
い
る
。
楽
な
方
法
を

取
ら
ず
に
、
こ
れ
ま
で
通

り
の
手
法
で
フ
ロ
ー
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
出
荷
対
応
を

可
能
に
で
き
な
い
か
を
検

討
し
て
い
る
こ
と
に
意
義

が
あ
る
。

　
生
コ
ン
業
界
は
今
後
、

あ
ら
ゆ
る
材
料
を
使
い
こ

な
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が
話
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が

現
実
的
な
話
に
な
っ
て
く

れ
ば
そ
の
動
き
は
さ
ら
に

加
速
す
る
だ
ろ
う
。
全
員

が
同
じ
や
り
方
を
す
る
の

で
は
な
く
、
地
域
ご
と
の

実
情
に
応
じ
て
「
地
産
地

消
」
の
考
え
方
で
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
に
な
る
と

考
え
て
お
り
、
使
え
る
材

料
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ

て
使
い
こ
な
す
と
い
う
発

想
を
持
っ
て
お
く
こ
と
を

改
め
て
実
感
し
た
研
究
論

文
だ
っ
た
。（
次
号
に
続

く
）

　
和
歌
山
県
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
業
組
合
ら
が
発

表
し
た
「
砕
石
粉
を
用
い

た
ス
ラ
ン
プ
フ
ロ
ー
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
導
入
に
向
け

た
配
合
決
定
実
験
」
は
今

後
の
生
コ
ン
製
造
に
関
す

る
一
つ
の
方
向
性
を
示
し

た
論
文
だ
と
評
価
し
て
い

る
。
　
普
通
強
度
領
域
の
ス
ラ

ン
プ
フ
ロ
ー
コ
ン
ク
リ
ー

ト
は
増
粘
剤
一
液
タ
イ
プ

の
高
性
能
Ａ
Ｅ
減
水
剤
を

使
っ
て
材
料
分
離
抵
抗
性

を
確
保
す
る
こ
と
が
一
般

的
と
な
っ
て
い
る
が
、
あ

え
て
混
和
剤
に
頼
ら
ず
に

砕
石
粉
と
い
う
粉
体
材
料

と
そ
れ
を
使
っ
た
う
え
で

の
配
合
手
法
を
検
討
し
、

放
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗

装
、
安
定
化
ス
ラ
ッ
ジ
水

の
活
用
な
ど
を
テ
ー
マ
と

し
た
研
究
論
文
が
見
ら
れ

た
。
従
来
か
ら
取
り
組
ま

れ
て
い
る
テ
ー
マ
だ
が
、

課
題
を
明
確
に
し
た
り
、

こ
れ
ま
で
不
明
瞭
だ
っ
た

部
分
を
確
認
し
た
り
す
る

よ
う
な
成
果
が
示
さ
れ
た

研
究
論
文
が
発
表
さ
れ

た
。
そ
の
意
味
で
は
研
究

は
着
実
に
深
化
し
て
い
る

と
評
価
で
き
る
。

　
生
コ
ン
組
合
主
導
の
研

究
論
文
の
発
表
が
多
か
っ

た
の
も
大
き
な
特
徴
と
い

え
る
。
組
合
で
基
礎
的
な

デ
ー
タ
を
収
集
し
、
そ
れ

を
組
合
員
各
社
が
自
社
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
配
合
設

計
に
組
み
込
ん
で
い
く
こ

と
で
技
術
力
の
底
上
げ
を

図
り
、
高
品
質
な
生
コ
ン

を
協
組
共
販
と
い
う
仕
組

み
を
通
じ
て
安
定
供
給
し

て
い
こ
う
と
い
う
考
え
が

表
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
と
て
も
良
い
傾
向
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
研
究

論
文
が
多
く
発
表
さ
れ
る

こ
と
は
大
歓
迎
だ
。

混
和
剤
に
頼
ら
ず
に

　
―
―
技
術
委
員
長
の
立

場
か
ら
見
て
、
今
回
の
投

稿
論
文
の
う
ち
最
も
特
徴

的
だ
と
評
価
し
て
い
る
も

の
は
。

　
―
―
特
定
課
題
の
研
究

論
文
の
総
評
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
２
０
１
９
年
の
生
コ
ン

Ｊ
Ｉ
Ｓ
（
Ａ
５
３
０
８
）

改
正
で
普
通
強
度
領
域
に

ス
ラ
ン
プ
フ
ロ
ー
管
理
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
導
入
さ

れ
た
。
粉
体
量
が
少
な
い

高
流
動
性
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
な

い
新
し
い
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
時

や
硬
化
時
の
性
状
や
３

シ
ー
ズ
ン
（
夏
期
、
標
準

期
、
冬
期
）
で
の
変
化
に

関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集

し
、
品
質
管
理
に
つ
な
げ

る
よ
う
な
内
容
の
論
文
が

多
か
っ
た
。
材
料
分
離
抵

抗
性
や
間
隙
通
過
性
と

い
っ
た
性
能
の
評
価
試
験

方
法
の
検
討
、
粉
体
材
料

に
よ
る
ス
ラ
ン
プ
フ
ロ
ー

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造
に

関
す
る
研
究
論
文
も
あ
っ

た
。
　
高
強
度
領
域
で
の
高
流

動
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
こ
れ

ま
で
に
実
績
が
あ
り
、
ノ

ウ
ハ
ウ
や
デ
ー
タ
が
あ
る

程
度
蓄
積
さ
れ
て
い
る

が
、
粉
体
量
の
少
な
い
フ

ロ
ー
管
理
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
は
そ
れ
が
十
分
で
な

い
。
ま
た
、
材
料
分
離
抵

抗
性
に
つ
い
て
は
、
経
験

の
数
に
か
か
わ
ら
ず
適
切

な
評
価
が
行
え
る
試
験
方

法
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　
発
表
さ
れ
た
研
究
論
文

を
見
る
限
り
、
様
々
な
制

約
や
事
情
が
あ
る
中
で

あ
っ
て
も
、
普
通
強
度
領

域
の
フ
ロ
ー
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
標
準
化
し
出
荷
対
応

し
て
い
こ
う
と
い
う
意
向

が
出
て
き
て
い
る
こ
と
を

強
く
感
じ
た
。

　
―
―
一
般
研
究
論
文
の

傾
向
と
評
価
に
つ
い
て
。

　
暑
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や

乾
燥
収
縮
、
早
期
交
通
開

　
全
　
編
の
研
究
論
文
の

３６

内
訳
は
、
特
定
課
題
と
し

て
設
定
し
た
「
ス
ラ
ン
プ

フ
ロ
ー
で
管
理
す
る
普
通

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造
・

品
質
管
理
」
に
関
す
る
も

の
が
８
編
、
一
般
研
究
論

文
が
　
編
、
調
査
報
告
が

２２

２
編
、
日
常
業
務
の
改
善

事
例
が
４
編
と
な
っ
て
い

る
。

ね
て
今
後
に
つ
な
が
る
技

術
的
な
知
見
や
デ
ー
タ
の

収
集
に
取
り
組
ん
で
く
れ

た
が
、
そ
の
成
果
を
発
表

す
る
場
を
設
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
大

変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い

る
。
　
今
大
会
は
全
　
編
の
研

３６

究
論
文
を
投
稿
い
た
だ
い

た
。
大
会
の
開
催
は
叶
わ

な
か
っ
た
が
、
そ
の
成
果

を
論
文
集
と
し
て
取
り
ま

と
め
た
。

　
―
―
第
　
回
生
コ
ン
技

２１

術
大
会
研
究
発
表
論
文
の

傾
向
と
評
価
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
第
　
回
生
コ
ン
技
術
大

２１

会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
開
催
が
中

止
と
な
っ
た
。
全
国
の
生

コ
ン
組
合
、
組
合
員
各
社

の
方
々
が
努
力
を
積
み
重

　
全
国
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合
連
合
会
（
吉
野
友
康
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、

第
　
回
生
コ
ン
技
術
大
会
研
究
発
表
論
文
集
を
発
刊
し
た
。
大
会
の
開
催
は
新

２１
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
が
、
す
で
に
投
稿
さ
れ

て
い
た
論
文
を
取
り
ま
と
め
、
例
年
通
り
発
刊
し
た
。
今
大
会
は
「
ス
ラ
ン
プ

フ
ロ
ー
で
管
理
す
る
普
通
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造
・
品
質
管
理
」
を
特
定
課
題

に
設
定
し
、
全
　
編
の
研
究
論
文
、
調
査
報
告
、
日
常
業
務
の
改
善
事
例
が
投

３６

稿
さ
れ
た
。
全
生
連
の
鶴
田
達
哉
技
術
委
員
長
に
論
文
の
傾
向
と
評
価
を
聞
い

た
。

フローのデータ蓄積
普通領域で対応模索

「
地
産
地
消
」重
要
に

使
い
こ
な
す
検
討
を
評
価

㊤
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東京都では、いまなお多数の人が新型コロナウイルスに感染しており、先行きも気の抜けない状況が続きそうです。主催者
としては下記の通り感染リスク低減に努めますが、感染の可能性をゼロにすることはできません。お申し込みの際は、その
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受　講　料

テキスト

定　　員

講　　師

講習内容

２０２１年７月１１日（日）  ９時 30 分～ 17 時 45 分　品川区総合区民会館「きゅりあん」４階　第１特別講習室

22,000 円（税込）　
※別途テキスト代（受講者特典あり）　☆土木学会CPDプログラム申請予定　
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障害が発生した場合、開催を中止させていただく場合があ
ります。 ②新型コロナウイルスなどの感染症の流行の程度に
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【新型コロナウイルス感染予防対策】

コンクリート新聞社で検索

※注意※  ①体温が 37.5 度以上の方、咳など風邪症状が顕著の方、体調不良の方は受講をお断りしますが、その
場合、受講料は全額返金いたします。ただし、宿泊料や鉄道、航空券などの講習会受講に伴う費用やそのキャン
セル料は補償いたしかねます。 ②いかなる理由でも欠席のご連絡がない場合は、受講料を返金いたしません。
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長距離運送の必需品長距離運送の必需品

国土交通省の直轄工事で
「また使いたい」と100％
の評価を頂きました。
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ココココココココココ
ンンンンンンンンンン
クククククククククク
リリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトト
製製製製製製製製製製
品品品品品品品品品品
・・・・・・・・・・
建建建建建建建建建建

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
・
建
設設設設設設設設設設設

　
経
済
産
業
省
が
　
日
発
表
し
た
３
月
の
生
産
動
態

１９

統
計
確
報
に
よ
る
と
、
セ
メ
ン
ト
製
品
の
出
荷
は
９

品
目
の
う
ち
５
品
目
で
前
年
実
績
を
上
回
っ
た
。
Ｐ

Ｃ
製
品
は
７
か
月
連
続
、
木
毛
・
木
片
セ
メ
ン
ト
板

は
　
か
月
連
続
で
増
え
た
ほ
か
、
ポ
ー
ル
が
５
か
月

１０
ぶ
り
、
パ
イ
ル
お
よ
び
護
岸
用
ブ
ロ
ッ
ク
が
３
か
月

ぶ
り
に
増
加
し
た
。
護
岸
用
ブ
ロ
ッ
ク
は
一
昨
年
の

台
風
　
号
復
旧
工
事
、
昨
年
の
熊
本
豪
雨
応
急
復
旧

１９

工
事
向
け
が
け
ん
引
し
た
。
た
だ
、
今
後
は
出
水
期

に
移
る
た
め
、
減
少
に
転
じ
そ
う
だ
。

護
岸
ブ
ロ
ッ
ク
が
３
か
月
ぶ
り
増

デ
ー
タ
に
よ
る
出
来
高
確

認
や
規
格
値
内
の
確
認
、

ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
な

ど
に
よ
る
遠
隔
立
会
い
な

ど
が
見
込
ま
れ
る
。
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
関
係
で
は
点
検

結
果
を
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

モ
デ
ル
の
属
性
デ
ー
タ
と

し
て
管
理
す
る
こ
と
で
施

設
管
理
・
点
検
を
合
理
化

す
る
。
さ
ら
に
災
害
時
点

検
や
応
急
対
応
で
は
被
災

後
の
Ｌ
Ｓ
測
量
な
ど
に
よ

る
点
群
デ
ー
タ
と
被
災
前

の
点
群
デ
ー
タ
と
の
比
較

で
被
災
状
況
を
把
握
す
る

ほ
か
、
応
急
対
応
、
復
旧

内
容
の
検
討
を
行
う
。

元
モ
デ
ル
で
実
施
す
る
こ

と
で
、
数
量
算
出
を
自
動

化
し
、
変
更
積
算
作
業
を

効
率
す
る
。
ま
た
、
点
群

　
国
土
交
通
省
関
東
地
方

整
備
局
は
７
日
、
関
東
Ｂ

Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し
、
公

表
し
た
。
同
地
整
で
は
２

０
２
３
年
度
の
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／

Ｃ
Ｉ
Ｍ
原
則
適
用
を
目
指

し
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
活

用
の
対
象
業
務
、
対
象
工

事
を「
ト
ン
ネ
ル
」「
ダ
ム
」

「
橋
梁
」「
河
川
構
造
物

（
水
門
・
樋
門
・
樋
管
な

ど
）」の
構
造
物
お
よ
び
土

工
量
１
万
逢
以
上
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
土
工
を
大
規
模
構

造
物
と
定
義
し
、
今
年
度

は
全
て
の
詳
細
設
計
で
原

則
適
用
す
る
方
針
。ま
た
、

来
年
度
以
降
は
工
事
も
含

め
原
則
適
用
を
目
指
す
と

し
て
い
る
。

　
大
規
模
構
造
物
以
外
で

も
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
導

入
を
推
進
す
る
。
今
年
度

は
全
工
事
の
　
％
程
度
で

４０

活
用
す
る
ほ
か
、
来
年
度

は
　
％
、　
年
度
は
１
０

８０

２３

０
％
の
活
用
を
目
標
に
掲

げ
て
い
る
。
ま
た
、
長
期

目
標
で
は
維
持
管
理
へ
の

活
用
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
。
　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
導
入

後
は
、
設
計
・
発
注
段
階

で
設
計
図
書
を
三
次
元
モ

デ
ル
化
し
、
鉄
筋
同
士
が

重
複
す
る
干
渉
を
回
避
す

る
ほ
か
、
三
次
元
モ
デ
ル

に
よ
る
数
量
算
出
を
自
動

化
す
る
こ
と
で
積
算
作
業

を
効
率
化
し
、
ミ
ス
の
防

止
を
図
る
。
施
工
段
階
で

は
現
地
条
件
の
変
更
な
ど

に
よ
る
設
計
変
更
を
三
次

大
規
模
現
場
で
原
則
適
用

Ｂ
Ｉ
Ｍ

Ｃ
Ｉ
Ｍ
 
 来
年
度
は
工
事
で
も

関東地整

％
増
の
　
億
円
だ
っ
た
。

５３

こ
の
う
ち
主
力
の
建
設
事

業
は
売
上
高
が
　
・
０
％

１５

増
の
５
５
０
億
円
、
営
業

利
益
が
　
・
１
％
増
の
　

３１

５３

億
円
だ
っ
た
。
工
期
の
遅

れ
も
な
く
、
新
設
橋
梁
工

事
、
補
修
補
強
工
事
と
も

増
加
し
た
。

　
　
年
３
月
期
は
売
上
高

２２
が
６
４
０
億
円
、
営
業
利

益
が
　
億
円
、
経
常
利
益

４５

が
　
億
円
、
純
利
益
が
　

４５

３０

億
円
と
予
想
し
た
。
会
社

体
制
の
変
更
に
伴
い
、
前

期
と
の
比
較
は
行
っ
て
い

な
い
。

　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
が

　
日
発
表
し
た
２
０
２
１

１４年
３
月
期
連
結
決
算
（
旧

О
Ｓ
Ｊ
Ｂ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
分
）
は
、
純
利
益
が

前
期
比
　
・
２
％
減
の
　

４２

３９

億
円
だ
っ
た
。
前
の
期
の

有
形
固
定
資
産
売
却
益
　５９

億
円
が
な
く
な
っ
た
た

め
、
減
益
と
な
っ
た
。

　
売
上
高
は
　
・
４
％
増

１８

の
６
２
９
億
円
、
営
業
利

益
は
　
・
４
％
増
の
　
億

３８

５２

円
、
経
常
利
益
は
　
・
５

３６

橋
梁
の
好
調
継
続

オ
リ
白
石

り
、
高
速
道
路
の
更
新
工

事
を
は
じ
め
一
定
の
収
益

は
見
込
め
る
と
し
て
い

る
。

億
円
、
経
常
利
益
は
　
・
７２

０
％
増
の
　
億
円
だ
っ

８４

た
。
事
業
別
で
は
土
木
事

業
の
売
上
高
が
　
・
４
％

１５

増
の
７
４
９
億
円
、
営
業

利
益
が
　
・
５
％
増
の
１

３４

２
８
億
円
。
建
築
事
業
は

売
上
高
が
４
・
０
％
増
の

４
１
１
億
円
、
営
業
利
益

は
０
・
１
％
増
の
　
億
円
、

４０

製
造
事
業
は
売
上
高
が

　
・
２
％
減
の
　
億
円
、

１２

８４

営
業
利
益
が
　
・
９
％
増

１７

の
５
億
円
だ
っ
た
。

　
　
年
３
月
期
は
売
上
高

２２
が
１
０
９
７
億
円
、
営
業

利
益
が
　
億
円
、
経
常
利

４９

益
が
　
億
円
、
純
利
益
が

４８

　
億
円
と
予
想
し
た
。
同

３４社
は
収
益
認
識
に
関
す
る

会
計
基
準
を
適
用
す
る
た

め
、
前
期
と
の
比
較
は
開

示
し
て
い
な
い
。
民
需
の

減
速
感
は
出
て
い
る
が
、

土
木
事
業
が
国
土
強
靭
化

施
策
に
よ
っ
て
公
共
投
資

が
高
水
準
を
維
持
し
て
お

　
ピ
ー
エ
ス
三
菱
が
　
日
１２

発
表
し
た
２
０
２
１
年
３

月
期
連
結
決
算
は
、
純
利

益
が
前
期
に
比
べ
　
・
０

７４

％
増
の
　
億
円
だ
っ
た
。

５６

２
期
ぶ
り
の
増
益
。
高
速

道
路
を
中
心
に
大
規
模
更

新
・
修
繕
工
事
が
好
調

だ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
Ｐ

Ｃ
技
術
を
核
と
し
た
受
注

拡
大
が
功
を
奏
し
た
。

　
売
上
高
は
　
・
９
％
増

１０

の
１
１
７
２
億
円
、
営
業

利
益
は
　
・
０
％
増
の
　

７２

８４

２
期
ぶ
り
増
益

ピ
ー
エ
ス
三
菱

影
響
を
受
け
、　
・
５
％

３５

減
の
　
億
円
に
と
ど
ま
っ

４９

た
。
　
　
年
３
月
期
は
売
上
高

２２
が
１
・
７
％
増
の
２
８
２

億
円
、
営
業
利
益
が
　
・
４４

５
％
減
の
　
億
円
、
経
常

１０

利
益
が
　
・
１
％
減
の
　

４５

１０

億
円
、
純
利
益
が
　
・
４

４５

％
減
の
７
億
円
と
予
想
し

た
。　
年
度
か
ら
継
続
し

１５

て
き
た
大
型
工
事
が
　
年
２０

度
で
完
工
を
迎
え
、
今
期

は
多
く
の
新
規
工
事
が
入

れ
替
わ
る
端
境
期
と
な

る
。
新
た
に
準
備
作
業
な

ど
に
時
間
と
労
力
を
要
す

る
た
め
、
工
事
の
ス
ピ
ー

ド
が
鈍
り
、
業
績
推
移
の

谷
間
に
あ
た
る
と
見
込
ん

で
い
る
。

だ
っ
た
。
民
間
鉄
道
会
社

発
注
の
連
続
立
体
交
差
事

業
、
鉄
道
建
設
・
運
輸
整

備
支
援
機
構
発
注
の
九

州
・
北
陸
新
幹
線
工
事
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
各
社
発
注
の

床
版
取
替
工
事
な
ど
大
型

の
繰
越
工
事
が
順
調
に
推

移
し
た
。
ま
た
、
利
益
面

で
は
複
数
の
大
型
工
事
の

追
加
設
計
変
更
協
議
が
順

調
に
推
移
し
、
原
価
低
減

を
図
っ
た
こ
と
で
採
算
性

が
大
幅
に
改
善
し
た
。
受

注
高
は
　
・
３
％
増
の
２

１８

３
３
億
円
だ
っ
た
。

　
建
築
事
業
は
売
上
高
が

５
・
３
％
増
の
　
億
円
、

６６

営
業
利
益
が
　
・
５
％
増

１０

の
９
億
円
だ
っ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
は
あ
っ
た
が
、
年

度
末
ま
で
に
お
お
む
ね
回

復
し
た
た
め
、
同
事
業
も

増
収
増
益
と
な
っ
た
。
受

注
高
は
民
間
投
資
の
落
ち

込
み
に
よ
る
発
注
遅
れ
の

　
富
士
ピ
ー
・
エ
ス
が
　１２

日
発
表
し
た
２
０
２
１
年

３
月
期
決
算
（
単
体
）
は

純
利
益
が
前
期
比
１
０

７
・
２
％
増
の
　
億
円

１３

だ
っ
た
。
工
事
利
益
率
が

好
転
し
た
ほ
か
、
シ
ー

ピ
ー
ケ
イ
の
吸
収
合
併
に

伴
う
特
別
利
益
を
計
上
し

た
こ
と
で
純
利
益
が
倍
増

し
た
。

　
売
上
高
は
２
・
４
％
増

の
２
７
７
億
円
、
営
業
利

益
は
　
・
４
％
増
の
　
億

９４

１８

円
、
経
常
利
益
は
　
・
１

９１

％
増
の
　
億
円
だ
っ
た
。

１７

事
業
別
で
は
土
木
事
業
の

売
上
高
が
１
・
９
％
増
の

２
０
８
億
円
、
営
業
利
益

が
　
・
２
％
増
の
　
億
円

３９

３７

工
事
利
益
率
が
好
転

富
士
ピ
ー
・
エ
ス

症
の
影
響
は
あ
っ
た
が
、

前
期
か
ら
続
く
ベ
ト
ナ

ム
・
バ
ッ
ク
ダ
ン
橋
事
業

運
営
会
社
の
株
式
評
価
損

の
特
別
損
失
が
半
減
し
た

た
め
、
増
益
と
な
っ
た
。

　
売
上
高
は
０
・
２
％
減

の
２
２
８
億
円
、
営
業
利

益
は
　
・
４
％
増
の
　
億

１１

１２

円
、
経
常
利
益
は
　
・
９

１２

％
増
の
　
億
円
だ
っ
た
。

１２

こ
の
う
ち
建
設
用
資
機
材

の
製
造
・
販
売
事
業
は
売

上
高
が
　
・
４
％
増
の
１

１３

２
２
億
円
、
営
業
利
益
は

　
・
０
％
増
の
　
億
円

４１

１２

だ
っ
た
。
国
土
強
靭
化
施

策
に
合
わ
せ
、
豪
雨
災
害

対
策
製
品
が
好
調
だ
っ
た

ほ
か
、
河
川
災
害
用
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
も
堅

調
だ
っ
た
。

　
　
年
３
月
期
は
売
上
高

２２
が
２
３
０
億
円
、
営
業
利

益
が
　
億
円
、
経
常
利
益

１１

が
　
億
円
、
純
利
益
が
７

１１
億
円
と
予
想
し
た
。
会
計

基
準
を
変
更
す
る
た
め
、

前
期
と
の
比
較
は
行
っ
て

い
な
い
。

　
エ
ス
イ
ー
が
　
日
発
表

１４

し
た
２
０
２
１
年
３
月
期

連
結
決
算
は
純
利
益
が
前

期
に
比
べ
１
３
４
・
０
％

増
の
６
億
円
だ
っ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

特
損
半
減
で
増
益

エ
ス
イ
ー

※上段が２１年３月期決算、下段が２２年３月期連結業績予想
※単位は百万円、▲は減少または赤字。トーヨーアサノは２月期

幅
に
上
昇
し
た
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
セ
グ
メ
ン
ト
事
業

は
売
上
高
が
４
・
４
％
増

の
　
億
円
、
営
業
損
益
が

１５
２
０
０
万
円
の
赤
字
（
前

期
は
３
０
０
万
円
の
黒

字
）
だ
っ
た
。
大
型
物
件

の
端
境
期
に
あ
た
り
、
需

要
回
復
が
遅
れ
た
こ
と
が

影
響
し
た
。

　
日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

業
の
基
礎
事
業
は
売
上
高

が
７
・
２
％
減
の
２
４
３

億
円
、
営
業
利
益
は
　
億
１３

円
（
前
期
は
６
８
０
０
万

円
の
赤
字
）
だ
っ
た
。
西

日
本
の
需
要
減
の
影
響
を

受
け
た
が
、
施
工
管
理
の

徹
底
に
よ
る
個
別
案
件
管

理
の
充
実
で
黒
字
に
戻
し

た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次

製
品
事
業
は
売
上
高
が

　
・
５
％
増
の
２
４
３
億

２５円
、営
業
利
益
が
１
１
２
・

５
％
増
の
　
億
円
だ
っ

３１

た
。
こ
の
う
ち
ポ
ー
ル
関

連
事
業
は
携
帯
基
地
局
向

け
の
ポ
ー
ル
出
荷
が
堅
調

で
、
シ
ェ
ア
回
復
を
図
っ

た
こ
と
で
売
上
高
は
　
・
３７

１
％
増
の
１
２
９
億
円

だ
っ
た
。
土
木
製
品
は
Ｒ

Ｃ
セ
グ
メ
ン
ト
が
振
る
わ

な
か
っ
た
が
、
Ｐ
Ｃ
―
壁

体
な
ど
の
販
売
・
施
工
は

大
型
案
件
を
中
心
に
好
調

で
、
売
上
高
も
　
・
６
％

１４

増
の
１
１
４
億
円
と
増
収

だ
っ
た
。

　
日
本
ヒ
ュ
ー
ム
は
基
礎

事
業
が
民
間
投
資
低
迷
の

影
響
で
低
調
に
推
移
。
同

事
業
の
売
上
高
は
　
・
１

２２

％
減
の
１
７
８
億
円
、
営

業
利
益
は
　
・
１
％
減
の

２５

７
億
円
と
振
る
わ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
下
水
道
関

連
事
業
は
売
上
高
が
４
・

３
％
増
の
１
１
１
億
円
、

営
業
利
益
が
９
・
６
％
増

の
　
億
円
と
堅
調
だ
っ

１７
た
。
ヒ
ュ
ー
ム
管
需
要
は

減
っ
た
が
、
防
災
・
減
災

や
国
土
強
靭
化
な
ど
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
な
ど

好
調
だ
っ
た
。

増
の
　
億
円
だ
っ
た
が
、

６７

営
業
利
益
は
　
・
６
％
減

１３

の
５
億
円
だ
っ
た
。
下
期

に
大
型
物
件
の
完
工
が
集

中
し
た
た
め
、
人
件
費
を

中
心
に
工
事
原
価
率
が
大

少
し
た
た
め
、
全
体
で
減

収
と
な
っ
た
。
海
外
は
ベ

ト
ナ
ム
で
感
染
症
の
封
じ

込
め
が
奏
功
し
、
政
府
に

よ
る
公
共
投
資
が
再
開
さ

れ
る
な
ど
回
復
傾
向
に
あ

る
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
感

染
症
が
急
拡
大
し
、
期
中

は
最
大
都
市
ヤ
ン
ゴ
ン
が

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
さ
れ
る
な

ど
深
刻
な
状
況
が
続
い
て

い
た
と
こ
ろ
に
、
２
月
に

国
軍
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー

が
発
生
し
、
事
業
活
動
が

停
止
し
た
。そ
れ
に
伴
い
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
事
業
子
会
社

の
Ｖ
Ｊ
Ｐ
社
の
固
定
資
産

の
評
価
見
直
し
を
行
い
、

減
損
損
失
７
億
７
７
０
０

万
円
を
計
上
し
た
。
シ
ン

ト
ク
工
業
の
株
式
取
得
に

伴
う
負
の
の
れ
ん
発
生
益

も
計
上
し
た
も
の
の
、
減

益
と
な
っ
た
。

　
ト
ー
ヨ
ー
ア
サ
ノ
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
事

業
は
売
上
高
が
　
・
９
％

２９

増
の
　
億
円
、
営
業
利
益

７９

が
　
・
８
％
増
の
３
億
円

９４
だ
っ
た
。
主
力
の
関
東
地

区
、
山
静
地
区
と
も
倉
庫

向
け
需
要
が
旺
盛
だ
っ
た

た
め
、
パ
イ
ル
出
荷
が
堅

調
に
推
移
し
た
。
工
事
事

業
は
売
上
高
が
　
・
３
％

２０

　
大
手
パ
イ
ル
メ
ー
カ
ー

５
社
の
２
０
２
１
年
３
月

期
連
結
決
算
（
ト
ー
ヨ
ー

ア
サ
ノ
は
２
月
期
）
が
　２０

日
出
そ
ろ
っ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
西
日
本
を
中
心
に

民
間
投
資
が
大
き
く
落
ち

込
み
、
パ
イ
ル
出
荷
も
過

去
最
低
を
記
録
し
た
こ
と

で
、
三
谷
セ
キ
サ
ン
、
ア

ジ
ア
パ
イ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）
が
減
収

減
益
と
な
っ
た
も
の
の
、

ト
ー
ヨ
ー
ア
サ
ノ
は
主
力

の
関
東
地
区
が
好
調
だ
っ

た
た
め
増
益
と
な
っ
た
。

　
年
３
月
期
は
コ
ロ
ナ
禍

２２で
の
民
需
減
退
に
よ
る
パ

イ
ル
の
受
注
競
争
の
激
化

に
よ
り
、
全
社
が
減
益
予

想
と
し
た
。

　
三
谷
セ
キ
サ
ン
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
関
連

事
業
の
売
上
高
は
前
期
比

８
・
１
％
減
の
５
６
０
億

円
、
営
業
利
益
は
８
・
９

％
減
の
　
億
円
だ
っ
た
。

６８

販
売
強
化
や
シ
ェ
ア
拡
大

に
努
め
た
が
、
パ
イ
ル
需

要
が
減
っ
た
こ
と
で
販
売

数
量
を
落
と
し
た
。ま
た
、

情
報
関
連
事
業
は
ウ
イ
ン

ド
ウ
ズ
　
対
応
に
よ
る
特

１０

需
終
了
で
減
収
減
益
と

な
っ
た
。

　
ア
ジ
ア
パ
イ
ル
Ｈ
Ｄ
は

国
内
の
場
所
打
ち
杭
部
門

が
堅
調
だ
っ
た
が
、
国
内

外
と
も
パ
イ
ル
需
要
が
減

民
需
不
振
で
減
益
予

民
需
不
振
で
減
益
予
想想

パ
イ
ル
 競
争
激
化
を
懸
念

施
設
向
や
教
育
施
設
向
け

で
伸
ば
し
た
が
、
補
う
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
ノ
ザ
ワ
は
押
出
成
形
セ

メ
ン
ト
板「
ア
ス
ロ
ッ
ク
」

が
一
般
建
築
向
け
で
振
る

わ
ず
、
販
売
数
量
が
減
少

し
た
。
し
か
し
、
高
付
加

価
値
品
の
工
場
塗
装
品
や

ア
ス
ロ
ッ
ク
タ
イ
ル
パ
ネ

ル
、
高
層
建
築
向
け
「
ア

ル
カ
ス
」
が
増
加
し
た
。

ま
た
、
昨
年
実
施
し
た
値

上
げ
も
下
期
か
ら
効
果
が

出
て
、
利
益
が
伸
び
た
。

　
ス
パ
ン
ク
リ
ー
ト
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
パ
ン

ク
リ
ー
ト
事
業
は
売
上
高

が
９
・
３
％
増
の
　
億
円
、

３１

営
業
損
益
が
３
億
４
０
０

万
円
の
赤
字
（
前
期
は
２

億
５
８
０
０
万
円
の
赤

字
）
だ
っ
た
。
北
陸
新
幹

線
延
伸
工
事
向
け
の
防
音

壁
の
出
荷
は
堅
調
だ
っ
た

が
、
倉
庫
向
け
壁
材
や
集

合
住
宅
向
け
床
材
が
不
調

だ
っ
た
。
ま
た
、
岩
瀬
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
設
立
に
向

け
、
新
製
品
開
発
費
用
が

増
加
、
営
業
赤
字
と
な
っ

た
。
た
だ
、
固
定
資
産
売

却
益
で
　
億
円
計
上
し
、

１０

最
終
利
益
は
確
保
し
た
。

と
し
て
国
内
子
会
社
の
減

損
損
失
　
億
円
を
計
上
し

１１

た
こ
と
で
最
終
利
益
の
マ

イ
ナ
ス
幅
が
大
き
く
な
っ

た
。
　
エ
ー
ア
ン
ド
エ
ー
マ
テ

リ
ア
ル
は
工
事
の
中
断
、

新
規
着
工
の
遅
れ
の
影
響

を
大
き
く
受
け
た
。建
設
・

建
材
事
業
は
、
け
い
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
板
「
ハ
イ
ラ
ッ

ク
」
や
曲
面
施
工
が
可
能

な
「
エ
フ
ジ
ー
ボ
ー
ド
」

な
ど
が
民
間
設
備
投
資
の

落
ち
込
み
に
よ
り
国
内
外

で
出
荷
が
減
少
し
た
。
材

料
販
売
全
体
の
売
上
高
は

　
・
５
％
減
の
１
１
３
億

１８円
だ
っ
た
。
工
事
は
首
都

圏
再
開
発
の
長
期
大
型
物

件
や
物
流
施
設
向
け
耐
火

被
覆
工
事
の
完
工
が
寄
与

し
た
が
、
工
期
の
遅
れ
や

作
業
休
止
と
な
っ
た
現
場

が
想
定
以
上
多
く
発
生

し
、
民
間
投
資
の
低
迷
で

新
規
着
工
が
減
少
し
た
こ

と
で
完
成
工
事
高
は
　
・
１８

７
％
減
の
　
億
円
だ
っ

５１

た
。
同
事
業
全
体
の
売
上

高
は
　
・
６
％
減
の
１
６

１８

４
億
円
と
な
っ
た
。

　
工
業
製
品
・
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
事
業
は
船
舶
・

鉄
鋼
向
け
の
防
熱
材
や
ス

テ
ン
レ
ス
メ
ー
カ
ー
向
け

の
炉
内
搬
送
ロ
ー
ル

「
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ル
」
な

ど
が
縮
小
。
工
事
も
プ
ラ

ン
ト
向
け
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

工
事
の
受
注
が
減
少
し
、

売
上
高
は
８
・
１
％
減
の

２
０
８
億
円
だ
っ
た
。

　
ア
イ
カ
工
業
の
建
装
建

材
セ
グ
メ
ン
ト
は
売
上
高

が
３
・
９
％
減
の
８
４
２

億
円
、
営
業
利
益
は
　
・
１３

４
％
減
の
１
３
８
億
円

だ
っ
た
。
不
燃
建
材
は
主

力
の
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト

板
「
メ
ー
ス
」
が
低
迷
。

多
機
能
建
材
「
モ
イ
ス
」

が
耐
力
面
材
用
途
で
、
ア

ク
リ
ル
樹
脂
系
塗
装
け
い

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
板
「
ル
ナ

ラ
イ
ト
」
が
医
療
・
福
祉

　
建
築
用
二
次
製
品
メ
ー

カ
ー
５
社
の
２
０
２
１
年

３
月
期
連
結
決
算
（
ス
パ

ン
ク
リ
ー
ト
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
単
体
）
は
ノ
ザ

ワ
と
ス
パ
ン
ク
リ
ー
ト

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
２

社
が
増
益
だ
っ
た
。　
年
２２

３
月
期
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が

続
く
と
予
想
し
、
各
社
慎

重
な
見
込
み
と
し
た
。

　
ニ
チ
ハ
の
外
装
材
事
業

は
売
上
高
が
前
期
比
２
・

７
％
減
の
１
１
１
０
億

円
、
営
業
利
益
が
４
・
２

％
減
の
１
５
０
億
円
だ
っ

た
。
窯
業
系
外
装
材
が
多

く
使
わ
れ
る
戸
建
て
住
宅

の
着
工
が
上
期
の
マ
イ
ナ

ス
を
下
期
で
カ
バ
ー
で
き

な
か
っ
た
。
た
だ
、
高
付

加
価
値
品
の
拡
販
で
業
界

内
シ
ェ
ア
を
上
昇
さ
せ
、

業
界
全
体
の
販
売
数
量
減

の
か
な
り
の
部
分
を
吸
収

し
た
。
ま
た
、
特
別
損
失

着
工
減
の
影
響
大
き
く

建
築
決
算
 今
期
も
コ
ロ
ナ
禍
継
続※上段が２１年３月期連結決算、下段が２２年３月期連結業績予想

※単位は百万円、▲は減少または赤字
※スパンクリートコーポレーションは単体
※スパンクリートコーポレーションは２２年３月期予想を公表せず

今期

コンクリート新聞
縮刷版 ２０２０年版
コンクリート新聞
縮刷版 ２０２０年版
コンクリート新聞
縮刷版 ２０２０年版

コンクリート新聞社 TEL. 03-5363-9711

　本書は、「コンクリート新聞」の

20２０年1月２日号から12月２４日号

までの1年分の新聞記事をA4サイズに

縮刷して掲載したものです。20２０年の

生コン・セメント業界の動向を時系列で

たどることができ、様々な統計指標の推

移を通年でまとめたり、気になる出来事

のその後を追うなど、貴社の業務をサポー

トする役立つ資料です。

　ぜひ、お手元に置いてご活用ください。

一年間のセメント・コンクリート業界の動向が把握できます一年間のセメント・コンクリート業界の動向が把握できます

２０２０２０２０２０２０２０２０

A4判
定価1１,000円（税込） B5判　570ページ  上製本・函入り

定価：３６,３00円（税込）

◆ 解説編
・生コン産業の回顧と展望
・各地区の生コン業界の動向
・セメント産業の回顧と展望
・関連業界の動向
◆ 名簿編
・全国生コンクリート製造工場総覧
・生コンクリート団体要覧（工業組合、     
 協同組合、共同試験場など）
・セメントメーカー要覧
◆ 統計編
・都道府県別生コン出荷実績
・過去10年間の生コン出荷の推移
・生コン向けセメント販売高

40 2019 暦年　都道府県別

都道府県

組　　合　　員　　の　　出　　荷　　数　　量　　の　　内　　訳　　（m3）

協　　同　　組　　合　　員 非協同組合員 工業組合員合計（a+d） 組合員合計（c+d）

工業組合員
（a）

非工業組合員
（b）

協同組合員合計
（c=a+b）

前年比
（％）

工業組合員
（d）

前年比
（％）

前年比
（％）

北　海　道

東  

　
　
　
　
　

 

北

青　　森

秋　　田

岩　　手

山　　形

宮　　城

福　　島

計

関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

東

一

　
　
　
　

  

区

埼　玉

千　葉

東　京

神奈川

小　計

二  

　
　
　
　
　
　

区

茨　城

栃　木

群　馬

長　野

山　梨

小　計

計

北

　
　
　

   

陸

新　　潟

富　　山

石　　川

福　　井

計

東  

　
　
　

 

海

静　　岡

岐　　阜

愛　　知

三　　重

計

3,072,674 53,808 3,126,482 100.9 152,306 3,224,980 101.9 3,278,788 101.2

423,179 20,611 443,790 83.3 200,709 623,888 90.7 644,499 90.1

446,605 0 446,605 91.3 181,060 627,665 95.1 627,665 95.1

1,372,577 0 1,372,577 80.8 70,740 1,443,317 80.4 1,443,317 80.4

578,296 0 578,296 87.6 50,171 628,467 89.2 628,467 89.2

1,274,844 0 1,274,844 99.7 440,849 1,715,693 104.1 1,715,693 104.1

1,177,185 0 1,177,185 104.5 622,423 1,799,608 104.1 1,799,608 104.1

5,272,686 20,611 5,293,297 91.5 1,565,952 6,838,638 94.7 6,859,249 94.6

1,397,561 3,841 1,401,402 87.4 762,051 2,159,612 89.8 2,163,453 89.9

1,721,567 0 1,721,567 101.6 1,120,530 2,842,097 102.0 2,842,097 102.0

4,344,833 0 4,344,833 86.8 2,993,578 7,338,411 89.0 7,338,411 89.0

1,500,274 0 1,500,274 100.3 2,060,439 3,560,713 101.4 3,560,713 101.4

8,964,235 3,841 8,968,076 91.5 6,936,598 15,900,833 93.8 15,904,674 93.8

1,126,695 55,477 1,182,172 107.3 102,277 1,228,972 99.7 1,284,449 102.3

855,536 14,147 869,683 93.7 203,580 1,059,116 97.9 1,073,263 98.0

931,467 0 931,467 99.1 50,588 982,055 99.4 982,055 99.4

1,164,502 0 1,164,502 97.4 27,551 1,192,053 98.6 1,192,053 98.6

683,700 0 683,700 98.5 77,053 760,753 97.8 760,753 96.5

4,761,900 69,624 4,831,524 99.4 461,049 5,222,949 98.8 5,292,573 99.2

13,726,135 73,465 13,799,600 94.1 7,397,647 21,123,782 95.0 21,197,247 95.1

1,050,058 0 1,050,058 95.7 176,823 1,226,881 97.4 1,226,881 97.4

536,760 0 536,760 95.6 201,978 738,738 98.6 738,738 98.6

1,006,784 0 1,006,784 95.2 35,688 1,042,472 96.0 1,042,472 96.0

1,207,805 0 1,207,805 122.2 301,472 1,509,277 121.3 1,509,277 121.3

3,801,407 0 3,801,407 102.6 715,961 4,517,368 104.1 4,517,368 104.1

1,945,902 0 1,945,902 98.5 506,307 2,452,209 97.1 2,452,209 97.1

1,215,395 0 1,215,395 101.2 123,221 1,338,616 101.4 1,338,616 101.4

3,600,445 0 3,600,445 107.9 224,346 3,824,791 106.0 3,824,791 106.0

854,673 0 854,673 75.9 143,659 998,332 74.0 998,332 74.0

7,616,415 0 7,616,415 99.7 997,533 8,613,948 97.9 8,613,948 97.9

現在営業中のすべての生コンクリート製造事業
所の会社概要と工場設備、生産実績等を本社
独自に調査。2020暦年の都道府県別生コンク
リート出荷実績をはじめ、コンクリート新聞の記
者による業界の動向解説など、生コン・セメント
産業の情報を網羅した我が国唯一の年鑑。

全国の生コンクリートメーカーの企業情報と業界動向を網羅全国の生コンクリートメーカーの企業情報と業界動向を網羅全国の生コンクリートメーカーの企業情報と業界動向を網羅全国の生コンクリートメーカーの企業情報と業界動向を網羅全国の生コンクリートメーカーの企業情報と業界動向を網羅
２０２１２０２１年度版年度版生 コ ン 年 鑑

生コン製造事業所の企業名・工場名、所在地、
代表者・役員氏名、電話・FAX番号、メール・ホー
ムページアドレスを収録したCD「生コン年鑑
Light」つき。

2021年
4月発刊！
好評発売中

2021年
4月発刊！
好評発売中

２０２１年度版

コンクリート新聞社 TEL. 03-5363-9711
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トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技
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会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特

セ
メ
ン
ト
技
術
大
会
特
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

最新のセメント技術を社会に発最新のセメント技術を社会に発信信
　
セ
メ
ン
ト
協
会
は
　
～
　
日
の
３
日
間
、
第
　
回
セ
メ
ン
ト
技
術
大
会
を
開

２６

２８

７５

く
。
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
同
大
会
を
中
止
し
た

経
験
を
踏
ま
え
、
今
回
は
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
講
演
会
を
ラ
イ
ブ
配
信
す

る
。
セ
メ
ン
ト
技
術
大
会
の
意
義
や
、
今
大
会
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
同
協
会

技
術
委
員
会
の
関
根
福
一
委
員
長
に
寄
稿
を
い
た
だ
い
た
。

安
定
性
の
検
討
」、２
０
１

６
年
か
ら
土
木
研
究
所
と

「
建
設
発
生
土
等
の
長
期

的
な
品
質
管
理
向
上
技
術

に
関
す
る
研
究
」を
行
い
、

研
究
成
果
は
セ
メ
ン
ト
技

術
大
会
を
は
じ
め
、
関
連

学
会
へ
論
文
投
稿
・
発
表

し
て
い
る
。
ま
た
、
今
年

新
た
に
土
木
研
究
所
、
港

湾
空
港
技
術
研
究
所
と

「
陸
上
工
事
及
び
海
上
工

事
に
お
け
る
セ
メ
ン
ト
改

良
土
の
長
期
的
な
安
定
性

に
関
す
る
共
同
研
究
」
が

ス
タ
ー
ト
す
る
。
今
後
も

産
官
学
と
の
共
同
研
究
の

活
動
を
一
層
深
め
、
セ
メ

ン
ト
改
良
体
の
長
期
安
定

性
な
ど
の
デ
ー
タ
を
蓄
積

し
て
そ
の
成
果
を
広
く
発

信
し
て
い
き
た
い
。

の
特
徴
で
あ
る
高
耐
久
性

に
着
目
し
た
技
術
開
発
を

進
め
て
い
る
。
舗
装
技
術

専
門
委
員
会
で
は
こ
れ
ま

で
、
実
道
に
用
い
た
様
々

な
種
類
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

舗
装
の
供
用
性
に
関
す
る

追
跡
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
昨
年
は
福
井
県
の
県

道
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ス
コ

ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
供
用
　２０

年
調
査
、
京
都
府
の
Ｒ
Ｃ

床
版
へ
の
橋
面
舗
装
供
用

４
年
調
査
を
行
っ
た
。
今

回
調
査
し
た
ポ
ー
ラ
ス
コ

ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
は
設
計

耐
用
年
数
　
年
が
経
過
し

２０

て
も
、
走
行
安
全
性
が
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
今
年
は
日
本
海

東
北
自
動
車
道
に
建
設
さ

れ
た
連
続
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
舗
装
供
用
９
年
調

査
を
実
施
す
る
予
定
だ
。

　
ま
た
、
セ
メ
ン
ト
系
固

化
材
に
つ
い
て
は
、
セ
メ

ン
ト
系
固
化
材
技
術
専
門

委
員
会
が
関
係
機
関
と
の

共
同
研
究
を
積
極
的
に
実

施
し
て
い
る
。
２
０
０
８

年
か
ら
港
湾
空
港
技
術
研

究
所
と
「
改
良
体
の
長
期

委
員
会
の
重
点
課
題

　
技
術
委
員
会
は
セ
メ
ン

ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
セ

メ
ン
ト
系
固
化
材
に
関
す

る
学
術
的
・
技
術
的
な
調

査
と
試
験
、
研
究
を
行
っ

て
い
る
。
傘
下
に
技
術
幹

事
会
及
び
複
数
の
専
門
委

員
会
（
規
格
、
セ
メ
ン
ト

化
学
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

セ
メ
ン
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

技
術
、
舗
装
技
術
、
セ
メ

ン
ト
系
固
化
材
技
術
、
セ

メ
ン
ト
技
術
大
会
企
画
）

等
の
組
織
を
設
置
し
て
、

セ
メ
ン
ト
業
界
共
通
の
研

究
・
技
術
的
課
題
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
。

　
セ
メ
ン
ト
関
係
で
は
、

セ
メ
ン
ト
分
野
の
標
準
化

を
推
進
す
る
た
め
、
規
格

専
門
委
員
会
と
セ
メ
ン
ト

化
学
専
門
委
員
会
で
は
、

日
本
産
業
規
格（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）

で
定
め
ら
れ
て
い
る
セ
メ

ン
ト
の
品
質
規
格
及
び
試

験
方
法
規
格
の
改
正
、
制

定
に
関
す
る
調
査
や
検
討

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

Ｊ
Ｉ
Ｓ
以
外
に
も
セ
メ
ン

ト
業
界
と
し
て
必
要
と
さ

れ
る
試
験
規
格
に
つ
い

て
、
セ
メ
ン
ト
協
会
標
準

試
験
方
法
（
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｓ
）

を
制
定
し
、
標
準
化
を

図
っ
て
い
る
。
現
在
、
新

た
な
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｓ
と
し
て

「
コ
ン
ダ
ク
シ
ョ
ン
カ
ロ

リ
ー
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
水

和
熱
測
定
方
法
」
の
制
定

を
検
討
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
セ
メ
ン
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
技
術
専
門
委
員

会
で
は
、
セ
メ
ン
ト
の
安

全
デ
ー
タ
シ
ー
ト
（
Ｓ
Ｄ

Ｓ
）
及
び
セ
メ
ン
ト
袋
な

ど
の
ラ
ベ
ル
表
示
に
つ
い

て
調
査
・
検
討
を
行
っ
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｓ
に
関
わ
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ

（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｚ
７
２
５
２
、

Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｚ
７
２
５
３
）
が

２
０
１
９
年
に
改
正
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
こ
れ
ら

に
準
拠
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｓ（
案
）

を
改
正
猶
予
期
間
で
あ
る

２
０
２
２
年
５
月
よ
り
も

な
る
べ
く
早
い
時
期
に
作

成
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
関
係
で

は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐

久
性
に
関
す
る
研
究
を
主

体
的
に
実
施
し
て
お
り
、

数
十
年
単
位
の
長
期
曝
露

に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
物

性
の
経
時
変
化
を
調
査
し

て
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

専
門
委
員
会
で
現
在
進
行

中
の
長
期
曝
露
試
験
は
、

各
種
セ
メ
ン
ト
を
用
い
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
久
性

に
関
す
る
研
究
（
最
終
材

齢
　
年
）、実
海
洋
環
境
下

２０
に
お
け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

中
へ
の
塩
分
浸
透
性
状
に

関
す
る
研
究
（
港
湾
空
港

技
術
研
究
所
と
の
共
同
研

究
、
最
終
材
齢
　
年
）
で

２０

あ
る
。
ま
た
、
昨
年
度
に

　
年
海
中
に
浸
漬
し
た
コ

４６ン
ク
リ
ー
ト
の
物
性
に
関

す
る
調
査
を
終
え
、
こ
の

成
果
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

学
年
次
大
会
２
０
２
１
で

発
表
す
る
予
定
だ
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
関

係
で
は
、
全
生
連
を
は
じ

め
と
し
た
関
係
機
関
と
連

携
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗

装
の
利
用
促
進
に
向
け
た

取
り
組
み
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

は
持
続
可
能
な
社
会
資
本

の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
時

代
で
あ
り
、
技
術
委
員
会

で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

産学官で共同研究
固化材普及へデータ蓄積

舗
装
の
供
用
性
調
査

高
耐
久
 走
行
安
全
性
を
確
認

た
中
、
菅
内
閣
は
、
昨
年

　
月
に
２
０
５
０
年

１０「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
」を
目
指
す
と
宣
言
し
、

成
長
戦
略
と
し
て
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
を
打

ち
出
し
た
。
セ
メ
ン
ト
協

会
で
は
２
０
２
０
年
３
月

に
公
表
し
た
「
脱
炭
素
社

会
を
目
指
す
セ
メ
ン
ト
産

業
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

お
け
る
目
指
す
べ
き
方
向

性
に
つ
い
て
、
業
界
団
体

と
し
て
具
体
的
に
取
り
組

む
べ
き
点
に
関
し
、
検
討

を
開
始
す
る
。

　
技
術
委
員
会
は
、
関
係

者
各
位
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、今
後
も
引
き
続
き
、

技
術
分
野
の
諸
課
題
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
セ
メ

ン
ト
産
業
の
役
割
を
認
識

し
て
頂
け
る
よ
う
、
一
層

の
情
報
発
信
を
進
め
る
所

存
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
構

造
物
と
し
て
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
有
効
性
は
明
ら

か
で
あ
り
、
政
府
が
推
進

す
る
国
土
強
靭
化
政
策
を

行
う
上
で
、
セ
メ
ン
ト
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
果
た
す

役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
で

あ
る
。

　
技
術
委
員
会
活
動
を
通

じ
て
災
害
に
強
く
、
持
続

可
能
な
社
会
に
貢
献
し
た

い
。

今
後
の
活
動

　
技
術
委
員
会
で
は
、
前

述
し
た
常
設
の
専
門
委
員

会
の
他
に
社
会
的
ニ
ー
ズ

の
高
い
テ
ー
マ
を
対
象
に

し
て
活
動
期
間
を
限
定
し

た
組
織
も
設
け
て
い
る
。

現
在
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗

装
の
長
寿
命
化
・
信
頼
性

向
上
技
術
検
討
会
」
が
こ

れ
に
該
当
し
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
舗
装
の
長
寿
命
化

に
関
し
て
集
中
し
て
調
査

研
究
を
行
っ
て
い
る
。
今

年
度
を
最
終
活
動
年
度
と

し
て
、
不
同
沈
下
に
よ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
版
下
の
空

洞
を
考
慮
し
た
独
自
の
構

造
解
析
手
法
に
基
づ
い
た

版
厚
設
計
法
の
確
立
し
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
長

寿
命
化
設
計
指
針
案
の
完

成
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
昨
今
、
世
界
的
に
地
球

温
暖
化
対
策
が
強
く
打
ち

出
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
し

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
実
現

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
へへ

脱
炭
素
 具
体
策
の
検
討
を
開
始

件
、
高
流
動
・
特
殊
コ
ン

ク
リ
ー
ト
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
舗
装
関
係
が
　
件
、
環

１５

境
・
リ
サ
イ
ク
ル
関
係
が

　
件
、
セ
メ
ン
ト
系
固
化

１０材
が
６
件
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。

　
発
表
件
数
の
約
７
割
が

優
秀
講
演
者
の
選
考
対
象

と
な
る
　
歳
以
下
の
若
手

３５

の
研
究
者
･
技
術
者
か
ら

の
発
表
で
あ
る
。
以
前
か

ら
セ
メ
ン
ト
技
術
大
会
は

若
手
の
登
竜
門
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
現
在
で
も
そ

の
意
義
は
継
承
さ
れ
て
い

る
。
今
回
も
若
手
の
意
欲

的
な
講
演
、
討
議
を
期
待

し
た
い
。

　
特
別
講
演
は
東
京
大
学

公
共
政
策
大
学
院
の
有
馬

純
教
授
か
ら
「
地
球
温
暖

化
問
題
を
め
ぐ
る
内
外
情

勢
と
我
が
国
の
課
題
」
と

題
し
て
、
基
調
講
演
は
金

沢
工
業
大
学
の
宮
里
心
一

教
授
か
ら
「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
の
複
合
劣
化
」

と
題
し
て
行
わ
れ
る
。
例

年
の
大
会
で
は
大
会
期
間

中
に
特
別
講
演
、
基
調
講

演
、
セ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ク

リ
ー
ト
論
文
賞
授
与
式
お

よ
び
論
文
賞
受
賞
記
念
講

演
を
催
し
て
い
た
が
、
今

年
は
コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮
し

て
こ
れ
ら
の
講
演
は
全
て

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
を
行

う
。

科
学
に
関
す
る
基
調
講
演

が
行
わ
れ
る
。

第
　
回
大
会
の
概
要

７５

　
昨
年
の
大
会
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
を
鑑
み
、
中
止
と
し
た

が
、
今
大
会
は
５
月
　
日
２６

～
　
日
の
３
日
間
、
オ
ン

２８
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
さ
れ

る
。
　
今
回
の
一
般
発
表
件
数

は
、
１
３
３
件
と
例
年
並

み
で
あ
り
、
講
演
の
内
訳

は
分
析
技
術
、
ク
リ
ン

カ
ー
鉱
物
、
水
和
な
ど
の

セ
メ
ン
ト
基
礎
研
究
関
係

が
　
件
、
混
合
材
・
混
和

２１
剤
・
混
合
セ
メ
ン
ト
関
係

が
　
件
、
塩
害
・
鋼
材
腐

１８
食
、
凍
結
融
解
、
中
性
化

な
ど
の
耐
久
性
関
係
が
　２６

技
術
大
会
の
意
義

　
セ
メ
ン
ト
協
会
で
は
、

セ
メ
ン
ト
技
術
大
会
の
目

的
を
、
セ
メ
ン
ト
及
び
こ

れ
を
主
要
な
構
成
材
料
と

す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
対

象
と
し
て
、
臼
セ
メ
ン
ト

化
学
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

材
料
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

に
よ
る
研
究
・
技
術
成
果

を
発
信
す
る
場
渦
セ
メ
ン

ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
実

務
的
技
術
成
果
を
発
信

し
、
意
見
交
換
す
る
場
嘘

セ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
携
わ
る
研
究
者
の
技

術
開
発
意
識
を
高
揚
さ

せ
、
活
性
化
す
る
場
唄
セ

メ
ン
ト
製
造
技
術
を
は
じ

め
と
し
た
セ
メ
ン
ト
産
業

の
社
会
的
役
割
を
発
信
す

る
場
、
と
定
め
て
い
る
。

　
同
大
会
の
特
徴
は
、
セ

メ
ン
ト
材
料
の
科
学
的
議

論
の
深
さ
に
あ
り
、
研
究

者
・
技
術
者
の
研
究
開
発

意
識
の
向
上
、
活
動
の
活

性
化
に
資
す
る
貴
重
な
場

と
な
っ
て
い
る
。
大
会
は

１
９
４
７
年
か
ら
開
催
し

て
お
り
、
今
年
で
　
回
を

７５

迎
え
、
セ
メ
ン
ト
・
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
関
す
る
基
礎

研
究
を
は
じ
め
と
し
て
、

高
度
化
・
多
様
化
す
る

ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
新
技
術
ま
で
、
幅
広
い

内
容
の
研
究
成
果
が
発
表

さ
れ
、
一
般
研
究
発
表
の

他
に
も
材
料
科
学
の
専
門

性
に
と
ら
わ
れ
な
い
時
宜

を
捉
え
た
識
者
に
よ
る
特

別
講
演
、
特
定
分
野
の
第

一
人
者
に
よ
る
先
端
材
料

ニ
ー
ズ
の
高
度
化
に
対
応

技
術
開
発
意
識
の
高
揚
も

寄稿

セメント協会
技術委員会
関根福一委員長

若手の登竜門に
約７割が３５歳以下

表彰式などを事前に収録した

第
　
回
セ
メ
ン
ト
技
術
大
会
を
迎
え
て

７５

会長 小野 直樹会長 小野 直樹
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セ
メ
ン
ト
技
術
大
会
特
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

由
と
し
て
は
、
骨
材
の
力

学
特
性
だ
け
で
は
説
明
が

で
き
ず
、
骨
材
自
体
の
Ａ

Ｓ
Ｒ
に
よ
る
ア
ル
カ
リ
消

費
が
主
な
原
因
で
あ
る
こ

と
が
推
察
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
本
研
究
に
よ
り
Ａ
Ｓ
Ｒ

の
組
成
ペ
シ
マ
ム
現
象
は

反
応
性
骨
材
の
化
学
的
特

性
や
使
用
量
だ
け
で
決
定

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

ア
ル
カ
リ
反
応
性
や
反
応

性
骨
材
と
共
存
す
る
骨
材

の
力
学
特
性
の
影
響
も
受

け
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
本
成
果
は
Ａ

Ｓ
Ｒ
の
組
成
ペ
シ
マ
ム
の

発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、
そ

れ
に
伴
う
膨
張
挙
動
の
予

測
な
ら
び
に
抑
制
手
法
に

大
き
な
知
見
を
与
え
、
工

学
的
価
値
が
高
く
学
術
的

に
も
優
れ
て
い
ま
す
。

合
率
も
共
存
す
る
骨
材
種

類
の
影
響
を
受
け
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
Ａ
Ｓ
Ｒ
膨
張
率

の
実
験
結
果
を
説
明
す
る

た
め
に
、
魚
本
ら
に
よ
っ

て
提
唱
さ
れ
た
反
応
速
度

論
に
基
づ
く
Ａ
Ｓ
Ｒ
膨
張

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ

デ
ル
（
Ｕ
坩

Ｆ
坩

Ｏ
坩

モ
デ

ル
）
を
用
い
た
検
討
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
数

値
解
析
的
検
討
に
よ
り
、

共
存
す
る
骨
材
の
力
学
特

性
を
考
慮
す
る
こ
と
で
膨

張
率
の
予
測
精
度
が
向
上

す
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
人
工
軽
量
骨

材
を
混
合
し
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
Ａ
Ｓ
Ｒ
膨
張
率

が
著
し
く
低
減
さ
れ
る
理

％
程
度
の
膨
張
率
を
示
し

て
い
る
の
に
対
し
、
人
工

軽
量
骨
材
を
使
用
し
た
場

合
に
は
促
進
材
齢
　
週
ま

６２

で
膨
張
率
が
０
・
　
％
以

０５

下
と
著
し
く
抑
制
さ
れ
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
最
大
膨
張
率
を
示
し

た
反
応
性
骨
材
の
体
積
割

合
（
ペ
シ
マ
ム
混
合
率
）

も
両
者
で
異
な
り
、
同
一

の
反
応
性
骨
材
を
同
量
使

用
し
た
場
合
で
も
共
存
す

る
骨
材
種
類
に
よ
り
Ａ
Ｓ

Ｒ
膨
張
率
が
変
化
す
る
こ

と
、
さ
ら
に
ペ
シ
マ
ム
混

頁
岩
）
の
二
種
類
を
使
用

し
た
促
進
膨
張
試
験
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
石
英
斑

岩
砕
石
を
使
用
し
た
場
合

に
は
促
進
材
齢
　
週
以
前

１０

に
急
速
に
Ａ
Ｓ
Ｒ
膨
張
が

進
展
し
、
最
大
で
０
・
　３５

現
象
に
関
し
て
、
反
応
性

骨
材
と
共
存
す
る
骨
材
に

着
目
し
た
実
験
的
な
ら
び

に
解
析
的
検
討
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
反
応
性
骨
材

と
し
て
急
速
膨
張
性
の
安

山
岩
を
使
用
し
、
反
応
性

骨
材
と
共
存
す
る
骨
材
と

し
て
石
英
斑
岩
砕
石
ま
た

は
人
工
軽
量
骨
材
（
膨
張

　
骨
材
の
ア
ル
カ
リ
シ
リ

カ
反
応
（
Ａ
Ｓ
Ｒ
）
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
過
大
な
膨

張
を
引
き
起
こ
す
劣
化
要

因
で
あ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｒ
抑
制

対
策
の
一
つ
と
し
て
、
化

学
法
ま
た
は
モ
ル
タ
ル

バ
ー
法
に
よ
り
無
害
と
な

る
骨
材
を
使
用
す
る
方
策

が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

試
験
法
に
よ
り
無
害
と
判

定
さ
れ
た
骨
材
を
一
部
に

用
い
た
場
合
、
き
わ
め
て

有
害
と
な
る
Ａ
Ｓ
Ｒ
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
原
因
の
一
つ
と

し
て
種
々
の
ペ
シ
マ
ム
現

象
が
挙
げ
ら
れ
、
骨
材
の

全
量
を
反
応
性
骨
材
と
し

た
場
合
よ
り
も
、
非
反
応

性
骨
材
が
含
ま
れ
て
い
る

場
合
の
方
が
Ａ
Ｓ
Ｒ
に
よ

る
膨
張
率
が
大
き
く
な

る
、
い
わ
ゆ
る
組
成
ペ
シ

マ
ム
現
象
が
問
題
視
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
本
論
文
で
は
、
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
明
確
に
解
明
さ
れ

て
い
な
い
組
成
ペ
シ
マ
ム

反
応
性
骨
材
と
共
存
す
る
骨
材
が

Ａ
Ｓ
Ｒ
膨
張
に
及
ぼ
す
影
響

ペ
シ
マ
ム
の
解
析
に
貢
献

A
S
R
 力
学
的
特
性
も
影
響

特
性
）
に
つ
い
て
も
、
セ

メ
ン
ト
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
至
る
広
範
囲
か
つ
網

羅
的
な
実
験
を
行
い
議
論

し
て
い
ま
す
。

　
本
研
究
の
成
果
は
、
少

量
混
合
成
分
と
ア
ル
ミ

ネ
ー
ト
相
を
増
量
し
た
セ

メ
ン
ト
の
設
計
開
発
に
関

し
て
前
述
し
た
臼
～
欝
を

論
じ
た
５
連
作
で
あ
り
、

広
範
囲
を
網
羅
し
た
研
究

内
容
で
す
。
ま
た
、
各
種

副
産
物
の
有
効
利
用
、
ク

リ
ン
カ
使
用
量
削
減
お
よ

び
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減

な
ど
を
目
的
と
す
る
、
普

通
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン

ト
の
少
量
混
合
成
分
を
　１０

％
に
増
量
す
る
際
の
基
礎

デ
ー
タ
と
し
て
の
実
用
的

価
値
を
認
め
ま
し
た
。

囲
内
に
な
る
う
え
、
少
量

混
合
成
分
を
複
数
併
用
し

た
場
合
に
つ
い
て
も
検
討

を
加
え
、
少
量
混
合
成
分

の
併
用
が
圧
縮
強
さ
増
進

や
水
和
熱
低
減
な
ど
の
品

質
改
善
に
対
し
て
有
効
で

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
少
量
混
合
成

分
を
　
％
に
増
量
し
つ

１０

つ
、
ア
ル
ミ
ネ
ー
ト
相
、

エ
ー
ラ
イ
ト
相
量
を
増
量

し
た
普
通
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド

セ
メ
ン
ト
の
性
能
、
お
よ

び
懸
念
さ
れ
る
問
題
点

（
特
に
セ
メ
ン
ト
の
水
和

熱
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
熱

比
べ
て
ア
ル
ミ
ネ
ー
ト
相

量
を
２
％
ま
で
増
加
さ
せ

た
混
合
セ
メ
ン
ト
の
品
質

（
圧
縮
強
さ
、
凝
結
、
フ

ロ
ー
及
び
乾
燥
収
縮
）は
、

現
行
セ
メ
ン
ト
と
同
等
範

ト
の
品
質
評
価
渦
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
基
礎
物
性
嘘
セ

メ
ン
ト
ペ
ー
ス
ト
の
反
応

性
唄
少
量
混
合
成
分
と
水

和
生
成
物
の
関
係
欝
セ
メ

ン
ト
の
水
和
熱
と
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
熱
特
性
に
関
わ

る
品
質
評
価
に
つ
い
て
検

討
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
連
の
試
験
結
果
と
し

て
、
現
行
の
セ
メ
ン
ト
に

　
地
球
温
暖
化
対
策
と
し

て
、
セ
メ
ン
ト
産
業
で
も

製
造
プ
ロ
セ
ス
で
の
原
料

や
燃
料
な
ど
を
由
来
に
発

生
す
る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ
２
）
排
出
量
の
削
減
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
我
が
国
の
セ
メ
ン
ト

産
業
は
、
製
造
時
に
大
量

の
廃
棄
物
を
使
用
し
て
お

り
、
循
環
型
社
会
形
成
に

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。し
た
が
っ
て
、現
在

流
通
す
る
セ
メ
ン
ト
と
同

等
の
品
質
を
確
保
し
て
安

定
に
供
給
す
る
こ
と
は
だ

け
で
な
く
、
持
続
可
能
な

開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）の

達
成
に
向
け
た
取
り
組
み

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
論
文
で
は
、
少
量
混

合
成
分
と
ア
ル
ミ
ネ
ー
ト

相
を
増
量
し
た
セ
メ
ン
ト

の
設
計
開
発
に
関
し
、
廃

棄
物
利
用
量
が
確
保
で
き

る
よ
う
な
次
世
代
セ
メ
ン

ト
材
料
の
設
計
に
関
す
る

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

実
験
に
は
、
ア
ル
ミ
ネ
ー

ト
相
量
、
エ
ー
ラ
イ
ト
量

お
よ
び
ブ
レ
ー
ン
比
表
面

積
を
変
化
さ
せ
た
６
種
類

の
基
材
セ
メ
ン
ト
に
対

し
、
３
種
類
の
少
量
混
合

成
分
（
高
炉
ス
ラ
グ
微
粉

末
、フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
、石

灰
石
微
粉
末
）
を
単
独
ま

た
は
複
数
併
用
し
て
　
％
１０

内
割
り
置
換
し
た
混
合
セ

メ
ン
ト
が
用
い
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
混
合
セ
メ
ン

ト
を
用
い
て
、
臼
セ
メ
ン

少
量
混
合
成
分
と
ア
ル
ミ
ネ
ー
ト
相
を

増
量
し
た
セ
メ
ン
ト
の
設
計
開
発

東
京
工
業
大
学
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電
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所
）

松
澤
一
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氏

デ
ン
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泰
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郎
氏

太
平
洋
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黒
川
大
亮
氏

東
京
工
業
大
学

坂
井
悦
郎
氏

次
世
代
セ
メ
ン
ト
の
一
助
に

ア
ル
ミ
増
量
の
基
礎
研
究

受
賞
論
文
の
推
薦
理

受
賞
論
文
の
推
薦
理
由由

ク
リ
ー
ト
の
塩
分
浸
透
に

関
す
る
実
測
デ
ー
タ
を
解

析
的
に
評
価
す
る
に
あ
た

り
、
二
次
鉱
物
の
生
成
・

沈
殿
に
伴
う
空
隙
の
充
填

を
考
慮
す
る
こ
と
が
重
要

と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
カ
ル
シ
ウ

ム
溶
脱
に
関
す
る
実
験
結

果
に
基
づ
く
経
験
則
モ
デ

ル
と
の
比
較
検
証
を
行

い
、
本
解
析
手
法
の
妥
当

性
に
つ
い
て
言
及
し
て
い

ま
す
。

　
本
研
究
の
成
果
は
、
カ

ル
シ
ウ
ム
溶
脱
や
塩
害
な

ど
の
予
測
精
度
を
高
め
る

た
め
の
方
策
と
し
て
、
作

用
す
る
環
境
条
件
と
そ
れ

に
伴
う
相
互
作
用
に
つ
い

て
、
物
質
移
動
お
よ
び
化

学
反
応
の
観
点
か
ら
適
切

に
モ
デ
ル
化
を
行
い
評
価

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
入
力
す
る
パ
ラ

メ
ー
タ
を
一
般
的
に
取
得

可
能
な
デ
ー
タ
と
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
手
法
の
一
般

化
を
図
っ
て
お
り
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
耐
久

性
設
計
や
維
持
管
理
に
お

け
る
劣
化
評
価
の
高
度
化

に
重
要
な
示
唆
を
与
え
、

学
術
的
に
も
工
学
的
に
も

優
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ウ
ム
イ
オ
ン
の
影
響
な

ど
、
物
質
移
動
と
化
学
反

応
を
考
慮
し
た
新
た
な
解

析
手
法
が
提
案
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
溶
脱
過
程

に
お
い
て
、
Ｃ
―
Ｓ
―
Ｈ

の
溶
解
後
に
残
存
す
る
可

能
性
の
あ
る
Ｓ
ｉ
Ｏ
２
の

影
響
、
セ
メ
ン
ト
系
材
料

の
長
期
的
な
水
和
の
進
行

に
伴
う
Ｃ
―
Ｓ
―
Ｈ
の
生

成
、
周
辺
環
境
に
存
在
す

る
イ
オ
ン
と
セ
メ
ン
ト
系

材
料
と
の
反
応
に
よ
る
二

次
鉱
物
の
沈
殿
な
ど
を
考

慮
し
た
解
析
結
果
と
実
構

造
物
調
査
結
果
と
の
比
較

検
証
が
試
み
ら
れ
て
い
ま

す
。
供
用
か
ら
　
年
経
過

７０

し
た
浄
水
場
の
擁
壁
コ
ン

ク
リ
ー
ト
か
ら
の
カ
ル
シ

ウ
ム
の
溶
脱
に
つ
い
て

は
、
水
の
流
れ
が
大
き
く

な
い
部
位
に
お
い
て
Ｓ
ｉ

Ｏ
２
の
沈
殿
を
考
慮
し
、

長
期
的
な
Ｃ
―
Ｓ
―
Ｈ
の

生
成
を
仮
定
す
る
こ
と
で

解
析
と
実
測
が
一
致
し
た

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、　
年
海
洋
環

２０

境
下
に
暴
露
さ
れ
た
コ
ン

つ
で
あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
イ

オ
ン
の
移
動
お
よ
び
溶
脱

現
象
や
塩
化
物
イ
オ
ン
の

浸
透
を
数
値
解
析
的
に
評

価
す
る
手
法
の
高
度
化
を

目
的
と
し
て
、
各
種
イ
オ

ン
の
拡
散
係
数
の
モ
デ
ル

化
、
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン

の
溶
解
平
衡
に
及
ぼ
す
ナ

ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
や
カ
リ

　
中
性
化
や
塩
害
に
代
表

さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
物
の
劣
化
現
象
は
、
二

酸
化
炭
素
、
塩
化
物
イ
オ

ン
、
水
分
な
ど
劣
化
を
引

き
起
こ
す
物
質
が
移
動

し
、
化
学
反
応
を
起
こ
す

こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら

物
質
の
移
動
お
よ
び
反
応

を
合
理
的
に
解
析
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
の
寿
命
を

精
度
良
く
評
価
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
放
射
性
廃
棄
物
処
分

施
設
は
放
射
性
物
質
の
半

減
期
で
あ
る
数
千
年
か
ら

数
万
年
の
期
間
に
わ
た
る

長
期
耐
久
性
が
要
求
さ

れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら

の
成
分
溶
脱
や
そ
れ
に
伴

う
強
度
低
下
な
ど
を
実
験

な
ど
に
よ
り
経
験
的
に
実

証
で
き
な
い
長
期
に
至
る

ま
で
予
測
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
本
論
文
で
は
、
セ
メ
ン

ト
系
材
料
の
主
成
分
の
一

劣化塩害の高度化に寄与
塩害などの予測精度高める

コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
各
種
イ
オ
ン
移
動

と
化
学
反
応
の
モ
デ
ル
化

た
。第
２
回
委
員
会
で
は
、

こ
の
判
定
結
果
を
参
考
に

各
分
野
２
～
３
件
程
度
の

第
３
次
候
補
論
文
を
選
出

し
ま
し
た
。
今
回
は
各
部

門
と
も
２
件
の
合
計
６
件

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
６

件
の
論
文
を
対
象
と
し

て
、
部
門
に
関
係
な
く
無

記
名
で
投
票
し
、
第
３
回

委
員
会
に
お
い
て
開
票
を

行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
投
票
結
果
を

も
と
に
討
議
し
、
各
部
門

か
ら
１
件
の
合
計
３
件
を

最
終
受
賞
候
補
論
文
と
し

て
選
出
し
、
理
事
会
へ
推

薦
し
ま
し
た
。
理
事
会
で

の
承
認
を
受
け
、
受
賞
論

文
３
件
が
決
定
し
ま
し

た
。

築
部
門
　
件
で
し
た
。
第

１１

１
回
委
員
会
で
は
、
こ
れ

ら
の
論
文
を
部
門
ご
と
に

議
論
し
、
第
２
次
候
補
論

文
と
し
て
化
学
部
門
５

件
、
土
木
部
門
２
件
、
建

築
部
門
４
件
を
選
出
し
ま

し
た
。

　
次
に
、
第
２
次
候
補
論

文
は
各
論
文
と
も
３
名
以

上
の
精
読
担
当
者
に
よ
り

「
独
創
性
」「
学
術
的
・
実

用
的
価
値
」、「
優
れ
て
い

る
点
」
お
よ
び
「
問
題
点

ま
た
は
欠
点
」を
評
価
し
、

総
合
判
定
を
行
い
ま
し

　
今
回
の
論
文
賞
は
、
２

０
１
９
年
お
よ
び
２
０
２

０
年
の
セ
メ
ン
ト
・
コ
ン

ク
リ
ー
ト
論
文
集
に
掲
載

さ
れ
た
論
文
の
う
ち
、
す

で
に
受
賞
し
た
論
文
を
除

い
た
１
２
０
件
を
対
象
に

選
考
し
ま
し
た
。

　
そ
の
内
訳
は
２
０
１
９

年
が
化
学
部
門
　
件
、
土

２２

木
部
門
　
件
、
建
築
部
門

２８

　
件
の
合
計
　
件
、
２
０

１２

６２

２
０
年
が
化
学
部
門
　２３

件
、
土
木
部
門
　
件
、
建

２３

築
部
門
　
件
の
合
計
　
件

１２

５８

で
し
た
。

　
論
文
賞
選
考
委
員
会
の

委
員
は
、
化
学
・
土
木
・

建
築
の
各
部
門
か
ら
５
名

ず
つ
、
計
　
名
で
構
成
さ

１５

れ
て
お
り
、
３
回
の
委
員

会
を
開
催
し
、
選
考
に
あ

た
り
ま
し
た
。
第
１
回
委

員
会
の
開
催
に
先
立
ち
、

各
委
員
が
担
当
部
門
よ
り

３
件
程
度
の
論
文
を
推
薦

し
、
こ
れ
を
第
１
次
候
補

論
文
と
し
ま
し
た
。

　
内
訳
は
化
学
部
門
　１０

件
、
土
木
部
門
８
件
、
建

セ
メ
ン
ト
協
会

論
文
賞
選
考
委
員
会

橘
高
義
典
委
員
長

１２０件から３件選出
独創性など評価

協
会
論
文
賞
の
選
考
経
過
寄稿

東
洋
大
学横

関
康
祐
氏

鹿
島
建
設

取
違
剛
氏

広
島
大
学
大
学
院

寺
本
篤
史
氏

広
島
大
学
大
学
院

大
久
保
孝
昭
氏
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セ
メ
ン
ト
技
術
大
会
特
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

　
セ
メ
ン
ト
協
会
研
究
所

は
、
セ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ク

リ
ー
ト
技
術
の
向
上
に
向

け
た
研
究
開
発
の
支
援
、

セ
メ
ン
ト
業
界
共
通
の
技

術
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
試
験
研
究
、
セ
メ
ン
ト

規
格
に
関
す
る
標
準
化
の

推
進
な
ど
の
事
業
を
行
っ

て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
、
研
究
開
発

支
援
に
関
す
る
事
業
は
、

セ
メ
ン
ト
技
術
大
会
や
研

究
所
講
演
会
、
研
究
支
援

金
制
度
な
ど
が
あ
る
。
昨

年
度
の
第
　
回
セ
メ
ン
ト

７４

技
術
大
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を

受
け
て
中
止
と
し
た
が
、

投
稿
さ
れ
た
原
稿
は
「
第

　
回
セ
メ
ン
ト
技
術
大
会

７４講
演
要
旨
」
と
し
て
発
行

し
た
。

　
今
年
度
の
第
　
回
セ
メ

７５

ン
ト
技
術
大
会
は
５
月
　２６

～
　
日
の
３
日
間
、
オ
ン

２８
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
し
、

１
３
３
件
の
一
般
講
演
を

ラ
イ
ブ
で
配
信
す
る
。
特

別
講
演
は
東
京
大
学
公
共

政
策
大
学
院
の
有
馬
純
教

授
が
「
地
球
温
暖
化
問
題

を
め
ぐ
る
内
外
情
勢
と
我

が
国
の
課
題
」
の
演
題
で

講
演
す
る
。
基
調
講
演
は

金
沢
工
業
大
学
の
宮
里
心

一
教
授
が
「
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
の
複
合
劣
化
」

の
演
題
で
講
演
す
る
。
こ

れ
ら
の
両
講
演
、
協
会
長

挨
拶
、
セ
メ
ン
ト
協
会
論

文
賞
表
彰
式
お
よ
び
受
賞

記
念
講
演
は
、
事
前
に
撮

影
し
て
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で

配
信
す
る
。

　
研
究
所
講
演
会
は
昨
年

度
、「
世
界
の
セ
メ
ン
ト
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
研
究
の
動

き
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、
第

　
回
セ
メ
ン
ト
化
学
国
際

１５会
議
の
報
告
会
を
行
う
予

定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
セ
メ
ン
ト
協

会
月
刊
誌
「
セ
メ
ン
ト
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
の
２
０

２
０
年
４
月
と
５
月
号
に

こ
の
国
際
会
議
の
概
要
を

掲
載
し
た
。

　
ま
た
、
セ
メ
ン
ト
協
会

は
１
９
８
６
年
に
創
設
し

た
「
研
究
奨
励
金
制
度
」

に
加
え
、
２
０
２
０
年
度

か
ら「
研
究
支
援
金
制
度
」

を
開
始
し
た
。
研
究
奨
励

金
制
度
は
学
識
者
か
ら
の

研
究
テ
ー
マ
の
申
請
を
セ

メ
ン
ト
協
会
の
規
定
に
基

づ
き
厳
正
に
審
査
し
研
究

支
援
を
行
う
制
度
で
、
セ

メ
ン
ト
化
学
お
よ
び
コ
ン

ク
リ
ー
ト
化
学
の
研
究
の

振
興
や
研
究
者
の
育
成
に

一
定
の
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。

　
一
方
、
研
究
支
援
金
制

度
は
将
来
を
見
据
え
て
セ

メ
ン
ト
協
会
内
で
セ
メ
ン

ト
業
界
と
し
て
取
組
む
べ

き
研
究
テ
ー
マ
を
決
定

し
、
今
後
の
セ
メ
ン
ト
化

学
お
よ
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト

化
学
の
中
核
を
担
う
大
学

や
高
等
専
門
学
校
の
研
究

者
に
研
究
の
要
請
を
行

い
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得

て
研
究
を
行
う
制
度
で
あ

る
。
　
こ
れ
ら
の
制
度
の
研
究

成
果
は
、
セ
メ
ン
ト
・
コ

ン
ク
リ
ー
ト
論
文
集
へ
の

投
稿
や
セ
メ
ン
ト
技
術
大

会
で
発
表
し
て
も
ら
う
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

セメント協会研究所
技術の向上、
標準化を支援

舗
装
技
術
専
門
委
員

舗
装
技
術
専
門
委
員
会会

水
和
熱
測
定
で
Ｗ
Ｇ

伝
導
型
熱
量
計
 利
用
を
検
討

分
析
方
法
）
に
お
い
て
、

認
証
標
準
物
質
は
検
量
線

の
検
定
や
装
置
の
状
態
を

確
認
す
る
上
で
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
Ｃ
Ｒ
Ｍ
―
１（
普
通
ポ

ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
）、

Ｃ
Ｒ
Ｍ
―
２（
高
炉
セ
メ

ン
ト
Ｂ
種
）を
販
売
し
て

き
た
が
、Ｃ
Ｒ
Ｍ
―
１
の

在
庫
が
減
少
し
て
き
た
こ

と
か
ら
、試
料
の
均
質
性

を
確
認
し
、セ
メ
ン
ト
各

社
の
試
験
所
に
よ
る
共
同

試
験
の
結
果
を
基
に
、
Ｃ

Ｒ
Ｍ
―
３
の
認
証
値
を
決

定
し
た
。
こ
れ
ま
で
販
売

し
て
き
た
Ｃ
Ｒ
Ｍ
―
１
は

在
庫
が
な
く
な
り
次
第
、

販
売
終
了
と
な
る
。
認
証

書
は
セ
メ
ン
ト
協
会
の
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
セ
メ
ン
ト
強
さ
試
験
用

の
標
準
砂
は
、
出
荷
前
の

砂
の
試
験
結
果
が
Ｊ
Ｉ
Ｓ

の
品
質
規
定
を
満
た
し
て

い
る
か
を
確
認
し
、
販
売

し
て
い
る
。
標
準
砂
の
年

間
販
売
数
量
は
約
９
１
０

０
箱
、
こ
の
う
ち
約
６
割

が
会
員
会
社
と
関
連
会
社

が
購
入
し
て
い
る
。

現
在
　
種
類
の
物
質
を
取

１６

り
扱
っ
て
い
る
。
各
物
質

は
セ
メ
ン
ト
の
品
質
を
確

認
す
る
装
置
の
校
正
や
試

験
技
術
の
確
認
な
ど
に
不

可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
　
規
格
専
門
委
員
会
が
扱

う
標
準
物
質
と
し
て
、
今

年
度
は
強
さ
試
験
用
標
準

物
質
の
ロ
ッ
ト
を
切
り
替

え
る
た
め
、
標
準
値
決
定

の
た
め
の
共
同
試
験
な
ら

び
に
試
料
の
均
質
性
確
認

の
た
め
の
試
験
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
比
表
面

積
試
験
用
標
準
物
質
に
つ

い
て
も
ロ
ッ
ト
切
り
替
え

に
備
え
て
試
料
を
作
製
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
一
方
、
セ
メ
ン
ト
化
学

専
門
委
員
会
が
扱
う
セ
メ

ン
ト
の
蛍
光
Ｘ
線
分
析
用

の
認
証
標
準
物
質
Ｃ
Ｒ
Ｍ

―
３
（
普
通
ポ
ル
ト
ラ
ン

ド
セ
メ
ン
ト
）
は
、
３
月

か
ら
販
売
を
開
始
し
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｒ
５
２
０
４

（
セ
メ
ン
ト
の
蛍
光
Ｘ
線

　
規
格
専
門
委
員
会
な
ら

び
に
セ
メ
ン
ト
化
学
専
門

委
員
会
は
、
セ
メ
ン
ト
の

品
質
及
び
試
験
方
法
規
格

に
関
す
る
検
討
、
な
ら
び

に
標
準
値
の
決
定
を
含
め

た
標
準
物
質
の
作
製
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
セ

メ
ン
ト
強
さ
試
験
用
標
準

砂
の
作
製
お
よ
び
品
質
管

理
は
規
格
専
門
委
員
会
が

担
当
し
て
い
る
。

　
標
準
化
の
推
進
と
し

て
、
セ
メ
ン
ト
協
会
は
、

セ
メ
ン
ト
に
関
す
る
日
本

産
業
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
の

原
案
作
成
団
体
（
品
質
５

規
格
、
試
験
方
法
４
規
格

を
管
轄
）と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
国
際
規
格
に
関
す

る
Ｉ
Ｓ
О
／
Ｔ
Ｃ
　
国
内

７４

審
議
委
員
会
の
事
務
局
と

し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
国

際
整
合
化
に
関
す
る
維
持

管
理
業
務
を
行
っ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
両
委
員
会
が
深

く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

　
規
格
化
の
動
き
で
は
、

両
委
員
会
共
同
で
「
コ
ン

ダ
ク
シ
ョ
ン
カ
ロ
リ
ー

メ
ー
タ
ー
に
よ
る
水
和
熱

測
定
の
検
討
Ｗ
Ｇ
」
を
設

置
し
、
将
来
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
化

を
見
据
え
た
検
討
を
行
っ

た
。
ま
ず
は
セ
メ
ン
ト
協

会
標
準
試
験
方
法（
Ｊ
Ｃ

Ａ
Ｓ
）の
制
定
を
目
指
し

て
い
る
。

　
現
在
、
セ
メ
ン
ト
の
水

和
熱
の
測
定
方
法
は
、
溶

解
熱
法
が
使
わ
れ
て
い
る

が
、
海
外
で
は
伝
導
型
熱

量
計
（
コ
ン
ダ
ク
シ
ョ
ン

カ
ロ
リ
ー
メ
ー
タ
ー
）
を

使
っ
た
試
験
方
法
と
し

て
、
欧
州
で
は
Ｅ
Ｎ
１
９

６
、
米
国
で
は
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｍ

Ｃ
１
７
０
２
が
規
格
化
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
関
連
し
、
セ
メ

ン
ト
化
学
専
門
委
員
会
で

は
、
コ
ン
ダ
ク
シ
ョ
ン
カ

ロ
リ
ー
メ
ー
タ
ー
に
よ
る

水
和
熱
測
定
に
関
し
て
、

セ
メ
ン
ト
各
社
の
実
務
担

当
者
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
、
そ
こ
で
出
さ
れ

た
意
見
を
含
め
、
技
術
的

な
検
討
内
容
を
同
協
会
の

月
刊
誌
『
セ
メ
ン
ト
・
コ

ン
ク
リ
ー
ト
』
に
掲
載
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
標
準
物
質
関
係
で
は
、

容
易
に
採
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
く
考
え
。
共
同

研
究
の
成
果
は
　
年
度
以

２２

降
に
同
協
会
で
発
刊
す
る

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の

補
修
技
術
資
料
」
に
盛
り

込
む
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の

デ
メ
リ
ッ
ト
と
さ
れ
る
補

修
の
難
し
さ
を
解
消
す
る

た
め
、
昨
年
度
か
ら
今
年

度
に
か
け
て
、
土
木
研
究

所
、東
京
農
業
大
学
、石
川

工
業
高
等
専
門
学
校
お
よ

び
公
募
し
た
民
間
企
業
数

社
と
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗

装
の
点
検
・
診
断
・
措
置
技

術
に
関
す
る
共
同
研
究
」

を
行
っ
て
い
る
。

　
道
路
統
計
で
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
舗
装
に
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
て
い
な
い
が
、
新
設

時
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

だ
っ
た
も
の
の
、
補
修
時

に
舗
装
面
を
削
り
基
盤
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
表
層
部

に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
適
用

し
た
「
結
果
コ
ン
ポ
ジ
ッ

ト
舗
装
」
が
全
国
各
地
に

あ
る
。
補
修
技
術
を
確
立

す
る
こ
と
で
、
既
設
コ
ン

ク
リ
ー
ト
舗
装
の
補
修
工

事
で
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

　
舗
装
技
術
専
門
委
員
会

で
は
こ
れ
ま
で
、
様
々
な

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
耐

久
性
や
供
用
性
調
査
を

行
っ
て
き
た
。
ポ
ー
ラ
ス

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
に
つ

い
て
は
、千
葉
、福
井
両
県

で
供
用
さ
れ
て
い
る
既
設

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
追

跡
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

供
用
　
年
が
経
過
し
た
福

２０

井
県
道
の
ポ
ー
ラ
ス
コ
ン

ク
リ
ー
ト
舗
装
の
調
査
が

２
０
１
９
年
度
に
完
了
し

た
こ
と
を
受
け
、
現
在
報

告
書
を
取
り
ま
と
め
て
い

る
。
来
年
度
に
は
供
用
　２０

年
を
迎
え
る
千
葉
の
ポ
ー

ラ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

の
事
例
も
調
査
す
る
予
定

で
あ
る
。ま
た
、今
年
、山

形
県
内
で
９
年
間
供
用
さ

れ
た
日
本
海
東
北
自
動
車

道
の
連
続
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
舗
装（
Ｃ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
）

の
耐
久
性
も
調
査
す
る
。

そ
こ
に
検
討
会
の
検
討
成

果
を
反
映
さ
せ
る
予
定
。

　
同
検
討
会
で
は
昨
年

度
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
曲

げ
強
度
と
疲
労
寿
命
に
及

ぼ
す
粗
骨
材
寸
法
の
影
響

に
つ
い
て
検
討
し
た
。
舗

装
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
使

わ
れ
る
粗
骨
材
の
最
大
寸

法
は
一
般
的
に
　
亜
が
多

４０

い
も
の
の
、
都
市
部
の
生

コ
ン
工
場
で
は
近
年
、　４０

亜
骨
材
は
使
用
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
こ
で
昨
年
度
は

都
市
部
の
工
場
で
も
舗
装

用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
製
造

で
き
る
よ
う
に
、　
亜
骨

２０

材
を
使
っ
た
舗
装
用
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
曲
げ
強
度
や

疲
労
特
性
に
関
す
る
調
査

を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
粗
骨
材
寸
法
の
違
い

に
よ
る
曲
げ
強
度
、
疲
労

特
性
と
も
に
大
き
な
差
は

な
く
、
疲
労
特
性
に
関
し

て
は
　
亜
骨
材
を
使
用
し

２０

た
方
が
優
れ
て
い
る
結
果

も
あ
っ
た
と
い
う
。
検
討

成
果
は
土
木
学
会
大
会
で

公
表
す
る
。

　
溶
融
ス
ラ
グ
骨
材
を

使
っ
た
舗
装
用
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
製
造
・
施
工
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
、
日
本
産
業

機
械
工
業
会
エ
コ
ス
ラ
グ

利
用
普
及
委
員
会
を
通
じ

て
溶
融
ス
ラ
グ
骨
材
を
製

造
す
る
自
治
体
や
清
掃
組

合
へ
依
頼
し
た
査
読
が
終

了
し
、
生
産
者
側
の
意
見

を
反
映
し
つ
つ
、
同
委
員

会
で
は
今
夏
に
も
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
発
行
し
て
普
及
活

動
に
移
し
た
い
考
え
。

を
進
め
て
い
る
。

　
さ
ら
な
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
舗
装
の
普
及
拡
大
に
向

け
て
、　
年
度
か
ら「
コ
ン

１９

ク
リ
ー
ト
舗
装
の
長
寿
命

化
・
信
頼
性
向
上
技
術
検

討
会
」（
佐
藤
良
一
座
長
＝

広
島
大
学
名
誉
教
授
）
を

設
置
し
、
盛
土
部
に
お
け

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の

適
用
拡
大
を
狙
い
、
不
同

沈
下
を
考
慮
し
た
「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
版
厚
設
計
法
」

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
国
土
交
通
省
東
北
地

方
整
備
局
秋
田
河
川
国
道

事
務
所
が
管
理
す
る
日
本

海
東
北
自
動
車
道
の
地
盤

沈
下
の
発
生
し
て
い
る
区

間
で
、
今
年
度
に
Ｃ
Ｒ
Ｃ

Ｐ
が
採
用
さ
れ
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

　
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
 Ｐ
Ａ
Ｖ
Ｅ

（
早
期
交
通
開
放
型
コ
ン

ク
リ
ー
ト
舗
装
）
の
製
造

施
工
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
今
年

度
中
に
改
訂
す
る
。
同
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
　
年
に
第
１

１６

版
を
発
刊
し
た
後
、
高
速

道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

に
お
け
る
駐
・
停
車
場
な

ど
で
の
採
用
例
が
増
え
て

お
り
、そ
れ
ら
を
収
集
し
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
反
映
さ
せ

る
。
現
在
、
同
委
員
会
傘

下
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
Ｗ

Ｇ
を
設
置
し
て
検
討
作
業

改
良
土
の
特
性
を
充
実
へ

今
年
度
に
マ
ニュア
ル
改
訂

告
書
に
取
り
ま
と
め
る
。

　
港
湾
空
港
技
術
研
究
所

と
共
同
で
　
年
度
か
ら

０８

「
セ
メ
ン
ト
系
固
化
材
を

用
い
た
改
良
体
の
長
期
安

定
性
に
関
す
る
研
究
」
を

行
い
、
材
齢
　
年
を
経
過

１０

し
た
セ
メ
ン
ト
系
固
化
材

を
使
っ
た
建
設
発
生
土
の

改
良
体
の
強
度
や
六
価
ク

ロ
ム
の
溶
出
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。
検
討
成
果

は
同
協
会
月
刊
誌
『
セ
メ

ン
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
』

の
Ｊ
Ｃ
Ａ
レ
ポ
ー
ト
や
地

盤
工
学
会
の
機
関
誌
「
地

盤
工
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
な

ど
で
報
告
し
て
き
た
。

　
今
年
度
か
ら
は
、
土
木

研
究
所
と
港
湾
空
港
技
術

研
究
所
と
連
携
し
、「
陸
上

工
事
及
び
海
上
工
事
に
お

け
る
セ
メ
ン
ト
改
良
土
の

長
期
的
な
安
定
性
に
関
す

る
共
同
研
究
」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
。
新
た
な
体
制

で
セ
メ
ン
ト
系
固
化
材
の

長
期
安
定
性
に
関
す
る
基

礎
物
性
を
調
べ
る
予
定
だ
。

　
ま
た
、
固
化
材
の
利
用

拡
大
に
向
け
て
、
土
木
研

究
所
や
港
湾
空
港
技
術
研

究
所
と
共
同
研
究
を
行
っ

て
い
る
。
土
木
研
究
所
と

は
　
年
度
か
ら
「
建
設
発

１６
生
土
等
の
長
期
的
な
品
質

管
理
技
術
に
関
す
る
研

究
」
を
行
い
、
低
品
質
な

建
設
発
生
土
に
セ
メ
ン
ト

系
固
化
材
を
添
加
す
る
こ

と
で
、
盛
土
材
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

き
た
。
こ
れ
ま
で
の
共
同

研
究
で
、
盛
土
材
と
し
て

使
用
す
る
際
の
セ
メ
ン
ト

系
固
化
材
の
適
切
な
添
加

量
、
さ
ら
に
長
期
安
定
性

が
確
保
で
き
る
こ
と
な
ど

が
わ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
こ
れ
ら
の
成
果
を
報

長
期
耐
久
性
の
検
証
や
適

用
事
例
集
の
発
刊
を
通
じ

て
、
セ
メ
ン
ト
系
固
化
材

の
普
及
拡
大
を
図
っ
て
い

る
。
今
年
度
中
に
「
セ
メ

ン
ト
系
固
化
材
に
よ
る
地

盤
改
良
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の

改
訂
版
を
発
刊
す
る
。
同

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
第
９
章
を

新
設
し
、
東
日
本
大
震
災

や
各
種
自
然
災
害
な
ど
に

対
し
て
、
セ
メ
ン
ト
系
固

化
材
を
使
用
し
た
場
合
の

効
果
が
確
認
さ
れ
た
事
例

を
紹
介
す
る
予
定
だ
。
さ

ら
に
、
改
良
土
の
特
性
に

つ
い
て
は
、
そ
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
委
員
会

で
検
討
し
て
き
た
最
新
の

研
究
成
果
を
反
映
さ
せ
る

予
定
で
あ
る
。

　
セ
メ
ン
ト
系
固
化
材
専

門
委
員
会
は
、
改
良
体
の

規
格
・
化
学
専
門
委
員

規
格
・
化
学
専
門
委
員
会会

固
化
材
専
門
委
員

固
化
材
専
門
委
員
会会

１
Ｄ
Ｐ
マ
ニュア
ル
改
訂
へ

今
年
度
 採
用
事
例
を
収
集

セメント協会技術専門委員会の活動

　
セ
メ
ン
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
技
術
専
門
委
員
会
は
、

セ
メ
ン
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
技
術
に
関
す
る
動
向
調

査
や
情
報
収
集
、
関
連
業

界
と
の
技
術
情
報
交
換
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
労
働

安
全
衛
生
法
施
行
令
な
ど

で
４
月
か
ら
「
塩
基
性
酸

化
マ
ン
ガ
ン
」
が
こ
れ
ま

で
の
「
第
２
類
特
定
化
学

物
質
」
か
ら
「
管
理
第
２

類
物
質
」
に
変
更
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
セ
メ
ン
ト
の

安
全
デ
ー
タ
シ
ー
ト
（
Ｓ

Ｄ
Ｓ
）
や
ラ
ベ
ル
表
示
の

変
更
が
必
要
に
な
る
か
調

査
す
る
。
ま
た
、
セ
メ
ン

ト
ユ
ー
ザ
ー
（
生
コ
ン
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
な

ど
）
に
関
わ
る
諸
問
題
へ

の
対
応
・
検
討
を
行
う
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
専
門
委

員
会
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
劣
化
機
構
の
解
明
や
セ

メ
ン
ト
種
別
が
施
工
性
能

に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
を
調

査
し
て
い
る
。
同
委
員
会

は
今
年
度
も
港
湾
空
港
技

術
研
究
所
と
実
海
洋
環
境

下
で
の
塩
分
浸
透
性
に
関

す
る
共
同
研
究
を
継
続
す

る
。
　
各
種
セ
メ
ン
ト
を
用
い

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎

物
性
に
関
す
る
研
究
に
も

着
手
す
る
。
セ
メ
ン
ト
種

類
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
施

工
性
能
に
関
す
る
研
究
で

は
、
普
通
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド

セ
メ
ン
ト
、
高
炉
セ
メ
ン

ト
Ｂ
種
を
使
い
、
目
標
圧

縮
強
度
　
～
　
Ｎ
／
阿

３３

４２

で
、目
標
ス
ラ
ン
プ
　
唖
、

１２

ス
ラ
ン
プ
フ
ロ
ー
　
唖
、

５０

　
唖
の
６
配
合
の
コ
ン
ク

６０リ
ー
ト
の
施
工
性
能
を
、

全
国
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

業
組
合
連
合
会
の
協
力
を

得
て
、
調
査
し
た
。
Ｊ
リ

ン
グ
フ
ロ
ー
試
験
や
間
隙

通
過
性
、
材
料
分
離
抵
抗

性
に
つ
い
て
現
在
結
果
を

取
り
ま
と
め
て
い
る
。

セメントコンクリート技セメントコンクリート技術術
改正安衛法に対応
４月 塩基性酸化マンガン変更で

課題解決へ研究促課題解決へ研究促進進

　コンクリートの　コンクリートの
　　　ひび割れがわかる本　　　ひび割れがわかる本
　コンクリートの
　　　ひび割れがわかる本

　各種ひび割れの原因や発生メカニズム、対処法、抑制対策、調査、補修などを
分かりやすく解説。コンクリートの製造・施工や、構造物の調査診断・維持管理に
携わる人必携の「ひび割れ」に関する技術的実用書。

B5判  96頁　定価 1,980円（税込）

ご注文は　コンクリート新聞社
TEL　03-5363-9711
FAX　03-5363-9712

https://www.beton.co.jp/

十 河　茂幸
河野　広隆

和泉　意登志
地頭薗　博
牧 　 保 峯

編著

著

13刷
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セ
メ
ン
ト
技
術
大
会
特
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

整
備
す
る
か
も
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
だ
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に

お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
で

大
き
な
割
合
を
セ
メ
ン
ト

の
脱
炭
酸
化
が
占
め
る
現

状
を
踏
ま
え
る
と
、
Ｃ
Ｃ

Ｃ
の
よ
う
に
、
廃
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
活
用
し
て
石
灰

石
の
使
用
量
を
減
ら
す
方

向
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
製

造
し
て
い
く
と
い
う
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
を
検

討
し
て
お
く
こ
と
も
必
要

だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ

を
社
会
に
広
く
普
及
さ
せ

る
に
は
コ
ス
ト
が
最
も
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
コ

ン
ク
リ
ー
ト
が
普
通
コ
ン

ク
リ
ー
ト
と
同
じ
コ
ス
ト

で
使
え
る
領
域
ま
で
持
っ

て
い
け
る
か
ど
う
か
が
カ

ギ
に
な
る
。

　
大
事
な
の
は
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が
実
現
可

能
な
材
料
を
作
り
出
し
、

そ
れ
を
使
い
こ
な
す
こ
と

だ
。
そ
れ
は
一
業
界
だ
け

で
で
き
る
こ
と
で
は
な
い

の
で
、
関
連
業
界
が
連
携

し
、
日
本
全
体
で
総
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く

流
れ
を
作
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が

で
き
な
け
れ
ば
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
と

そ
れ
に
向
け
た
技
術
の
社

会
実
装
は
不
可
能
だ
。

時
並
行
で
進
め
て
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。

　
従
来
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

と
は
異
な
る
原
材
料
の
調

達
か
ら
製
造
、
施
工
ま
で

の
一
連
の
工
程
を
い
か
に

　
―
―
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
向
け
て
、　
年
３０

ま
で
の
削
減
目
標
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
セ
メ

ン
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
産

業
は
そ
れ
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
む
べ

き
で
し
ょ
う
か
。

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
対
策
と
し
て
、
い
く
つ

か
の
技
術
を
挙
げ
た
が
、

国
が
新
た
に
設
定
し
た
　１３

年
度
比
で
　
％
の
削
減
と

４６

い
う
目
標
を
達
成
す
る
に

は
そ
れ
ら
全
て
の
技
術
が

社
会
実
装
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
最
低
限
必
要
だ
ろ

う
。
そ
の
た
め
に
、
セ
メ

ン
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
産

業
で
の
目
標
を
定
め
な
い

と
い
け
な
い
。

　
そ
の
う
え
で
課
題
と
な

る
の
は
法
的
制
約
か
ら
の

解
放
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
構
築
だ
。
例
え
ば
、

セ
メ
ン
ト
を
用
い
な
い
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
建
築
工
事

で
広
く
採
用
す
る
に
は
建

築
基
準
法
を
ク
リ
ア
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
法

的
制
約
を
ク
リ
ア
す
る
に

は
時
間
を
要
す
る
の
で
、

同
時
並
行
で
採
用
し
て
い

く
道
も
模
索
す
る
必
要
が

あ
る
。
例
え
ば
、
法
的
な

制
約
の
少
な
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
品
に
採
用
し

て
、
徐
々
に
用
途
を
拡
大

す
る
形
で
普
及
さ
せ
て
い

く
こ
と
も
検
討
し
て
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
地
震
多
発
国
で

あ
る
わ
が
国
は
構
造
物
の

耐
震
性
に
対
す
る
要
求
が

高
い
の
で
、
そ
れ
が
担
保

で
き
る
よ
う
に
構
造
形
式

の
変
更
を
含
め
た
設
計
技

術
も
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
（
Ｒ
Ｃ
）
造
だ
け
に
と

ら
わ
れ
ず
、
カ
ー
ボ
ン
リ

サ
イ
ク
ル
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
う
ま
く
活
用
で
き
る
構

造
形
式
を
材
料
開
発
と
同

脱
炭
素
化
モ
デ
ル
整
備

オ
ー
ル
日
本
で
社
会
実
装

る
。
画
期
的
な
技
術
の
開

発
が
不
可
欠
で
あ
り
、
中

途
半
端
な
対
策
を
講
じ
て

お
茶
を
濁
す
と
い
う
状
況

で
は
な
く
な
っ
た
か
ら

だ
。　
年
ま
で
の
目
標
が

３０

引
き
上
げ
ら
れ
な
け
れ

ば
、
も
し
か
す
る
と
、
国

内
に
流
通
す
る
セ
メ
ン
ト

の
全
量
を
高
炉
セ
メ
ン
ト

に
置
き
換
え
る
と
い
う
よ

う
な
対
策
で
終
わ
っ
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
。
カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
現

す
る
新
し
い
セ
メ
ン
ト
の

登
場
に
期
待
し
た
い
。

　
技
術
開
発
に
加
え
、
そ

れ
を
広
く
社
会
へ
発
信
す

る
こ
と
も
セ
メ
ン
ト
産
業

に
お
け
る
今
後
の
課
題
と

い
え
る
。
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が
焦
点
と

な
る
中
で
、
そ
の
対
応
を

う
ま
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
産
業
と
し
て
の

社
会
的
地
位
は
大
き
く
向

上
す
る
。
大
気
中
や
工
業

系
排
ガ
ス
の
Ｃ
Ｏ
２
を
吸

収
・
利
用
し
、
廃
棄
物
リ

サ
イ
ク
ル
の
役
割
も
担

い
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
イ

ン
フ
ラ
を
構
築
す
る
た
め

の
基
礎
資
材
を
提
供
す
る

産
業
で
あ
る
こ
と
を
う
ま

く
発
信
で
き
れ
ば
、
社
会

に
と
っ
て
不
可
欠
な
産
業

と
し
て
認
知
さ
れ
る
可
能

性
は
高
い
だ
ろ
う
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
産
業
に

対
し
て
は
、
先
に
も
述
べ

た
が
、
現
状
で
廃
棄
物
と

し
て
処
理
し
て
い
る
残
コ

ン
・
戻
り
コ
ン
由
来
の
ス

ラ
ッ
ジ
を
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
材
料
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
な
形
に
し
て

く
れ
る
こ
と
に
期
待
し
た

い
。
　
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
し
た
原

料
を
選
ん
で
使
う
と
い
う

こ
と
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け

る
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
な
が
る
の
で
検
討
し

て
ほ
し
い
。
例
え
ば
、
再

生
骨
材
を
も
っ
と
積
極
的

に
使
う
と
い
う
こ
と
も
方

法
の
一
つ
だ
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
と
し
て
供

用
中
に
Ｃ
Ｏ
２

を
吸
収

し
、
解
体
後
も
Ｃ
Ｏ
２
を

吸
収
し
て
お
り
、
そ
れ
を

広
く
使
う
こ
と
は
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
一
助

と
な
る
。
ま
た
、
耐
久
性

の
問
題
が
な
く
な
る
と
い

う
前
提
で
、
供
用
中
に
Ｃ

Ｏ
２
を
吸
収
し
や
す
い
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造
と
そ

の
用
途
開
発
を
考
え
て
み

て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
中

性
化
し
て
も
問
題
が
な
い

用
途
は
あ
る
の
で
、
選
択

肢
と
し
て
検
討
し
て
み
る

価
値
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　
―
―
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
て

様
々
な
課
題
が
出
ま
し

た
。
最
後
に
、セ
メ
ン
ト
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
産
業
に
期

待
す
る
こ
と
は
。

　
セ
メ
ン
ト
産
業
は
今

後
、
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル

と
Ｃ
Ｏ
２
削
減
・
利
活
用

と
い
う
部
分
の
バ
ラ
ン
ス

を
う
ま
く
取
り
な
が
ら
セ

メ
ン
ト
を
生
産
し
て
い
く

と
い
う
課
題
が
課
せ
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。　
年
ま

３０

で
の
削
減
目
標
が
引
き
上

げ
ら
れ
、
ハ
ー
ド
ル
は
か

な
り
高
く
な
っ
た
が
、
裏

を
返
せ
ば
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が
実
現
性

を
帯
び
て
き
た
と
も
い
え

画
期
的
な
技
術
不
可
欠
に

社
会
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
課
題

ＣＣＯＯ２２吸収・利用技術に可能吸収・利用技術に可能性性

Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
し
て
い
る

証
拠
と
も
い
え
る
。
理
論

上
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は

放
っ
て
お
い
て
も
１
０
０

％
で
は
な
い
に
せ
よ
、
か

な
り
の
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
し

て
く
れ
る
の
で
、
い
つ
の

日
か
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
な
る
と
も
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収

す
る
ス
ピ
ー
ド
は
排
出
よ

り
も
圧
倒
的
に
遅
く
、
真

の
意
味
で
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
な
る
に

は
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

る
技
術
開
発
が
必
要
だ
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
昨
年
　
月
に
菅
義
偉

１０

首
相
が
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言

を
表
明
。
さ
ら
に
、
４
月

に
米
国
で
開
催
さ
れ
た
気

候
変
動
サ
ミ
ッ
ト
で
、　３０

年
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
目
標
を
従
来
ま
で
の

　
年
度
比
　
％
か
ら
　
％

１３

２６

４６

に
引
き
上
げ
る
方
針
が
示

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
技
術
開
発
は
待
っ
た
な

し
の
状
況
と
な
っ
た
。

た
雑
巾
を
絞
る
よ
う
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
以

上
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
は
難
し

い
産
業
と
の
印
象
が
強

か
っ
た
が
、　
年
代
に
入

００

り
、
北
欧
を
中
心
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
Ｃ
Ｏ
２
を
吸

収
さ
せ
る
と
い
う
流
れ
が

出
て
き
て
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
可
能
性

が
見
え
始
め
た
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収

す
る
と
中
性
化
が
起
き

る
。
中
性
化
は
劣
化
要
因

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
き

た
が
、
裏
を
返
せ
ば
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
し
っ
か
り
と

　
―
―
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
向
け
た
動
き
が

加
速
し
て
い
ま
す
。
セ
メ

ン
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
産

業
の
現
在
位
置
を
ど
う
見

て
い
ま
す
か
。

　
セ
メ
ン
ト
産
業
は
、
原

料
で
あ
る
石
灰
石
の
製
造

時
に
お
け
る
脱
炭
酸
と
１

４
５
０
度
ま
で
焼
成
す
る

た
め
の
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
で
相
当
量
の
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
排

出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
産
業
は
そ

の
セ
メ
ン
ト
を
主
要
な
原

料
と
し
て
使
用
し
て
い

る
。
両
産
業
は
他
産
業
に

比
べ
て
も
上
か
ら
数
え
た

方
が
早
い
く
ら
い
に
Ｃ
Ｏ

２
の
発
生
源
と
な
っ
て
い

る
。
　
２
０
２
０
年
は
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
元
年
と

い
え
る
が
、
セ
メ
ン
ト
産

業
で
は
ず
っ
と
以
前
か
ら

製
造
時
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の

方
向
性
は
製
造
に
お
け
る

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
で
、
石

灰
石
の
脱
炭
酸
で
生
じ
る

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
に
比
べ

て
か
な
り
の
削
減
を
実
現

し
て
お
り
、
こ
の
部
分
で

は
他
国
を
大
き
く
リ
ー
ド

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
焼

成
温
度
の
低
減
や
キ
ル
ン

方
式
の
検
討
に
よ
る
省
エ

ネ
化
も
検
討
さ
れ
て
き
た

が
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
削

減
効
果
は
も
は
や
上
限
近

く
に
達
し
て
お
り
、
乾
い

　
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け

て
、
セ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
産
業
で
も
具
体
策

の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
目
標
の
達
成
に
は
排
出
さ
れ

る
お
よ
び
既
に
排
出
さ
れ
た
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）

の
吸
収
・
再
利
用
技
術
の
社
会
実
装
が
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
そ
う
だ
。
東
京
大
学
大
学
院
の
野
口
貴
文
教
授

に
セ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
産
業
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
展
望
に
つ
い
て
聞
い
た
。

東京大学大学院
野口貴文教授

製
造
時
の
省
エ
ネ
進
展

セ
メ
ン
ト
 削
減
効
果
は
上
限
に

セメント・コンクリート産業のカーボンニュートラル展望

Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
を

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で
は
な

く
、
マ
イ
ナ
ス
ま
で
も
っ

て
い
け
る
。
広
く
普
及
す

る
う
え
で
課
題
と
な
る
カ

ル
シ
ウ
ム
源
の
確
保
も
、

都
市
部
を
中
心
に
建
替
え

に
伴
い
発
生
す
る
解
体
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
賄
う
こ
と

が
で
き
る
。

　
生
コ
ン
工
場
で
課
題
と

な
っ
て
い
る
残
コ
ン
・
戻

り
コ
ン
由
来
の
ス
ラ
ッ
ジ

も
有
力
な
カ
ル
シ
ウ
ム
源

と
い
え
る
。
こ
れ
ま
で
廃

棄
物
と
し
て
処
分
し
て
い

た
も
の
が
有
用
な
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
材
料
と
な

り
得
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
。
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

の
は
い
か
に
し
て
製
品
と

し
て
使
え
る
よ
う
な
技
術

を
確
立
で
き
る
か
に
あ

る
。
ス
ラ
ッ
ジ
か
ら
炭
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
だ
け
を
純
粋

に
分
離
で
き
れ
ば
Ｃ
Ｃ
Ｃ

だ
け
で
な
く
、
先
に
挙
げ

た
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
　
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ

ｅ
ｔ
社
の
人
造
骨
材
の
よ

う
な
も
の
と
し
て
も
活
用

で
き
る
道
が
開
け
る
。

　
生
コ
ン
工
場
と
し
て
も

こ
れ
ま
で
コ
ス
ト
を
か
け

て
処
分
し
て
い
た
も
の

が
、
一
転
し
て
お
金
を
稼

げ
る
製
品
と
な
り
得
る
。

課
題
は
あ
る
が
、
Ｃ
Ｏ
２

を
吸
収
し
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
製
品
と
し
て
売
る
仕

組
み
が
で
き
れ
ば
理
想
的

で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
で
発
生
し

た
Ｃ
Ｏ
２
を
そ
の
範
囲
内

で
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
マ
イ

ナ
ス
に
で
き
る
。

ト
強
度
が
増
進
す
る
効
果

も
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

内
部
に
Ｃ
Ｏ
２
を
固
定
化

で
き
る
と
い
う
部
分
が
大

き
く
Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

固
定
化
よ
り
も
強
度
増
進

に
伴
う
セ
メ
ン
ト
量
の
低

減
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効

果
が
高
い
技
術
だ
と
認
識

し
て
い
る
。

　
セ
メ
ン
ト
と
並
ぶ
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
主
原
料
の
一

つ
で
あ
る
骨
材
に
お
い
て

も
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
向
け
た

技
術
開
発
が
進
ん
で
い

る
。
そ
の
一
つ
が
Ｂ
ｌ
ｕ

ｅ
　
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ｅ
ｔ
社
の

技
術
だ
。
破
砕
さ
れ
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
塊
の
周
り
に

Ｃ
Ｏ
２
を
利
用
し
て
炭
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
層
を
生
成
さ

せ
て
い
き
骨
材
を
製
造
す

る
と
い
う
も
の
で
、
人
造

の
石
灰
石
を
作
る
と
い
う

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
技
術

だ
。
　
骨
材
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
体
積
に
占
め
る
割
合
は

７
割
程
度
で
あ
る
た
め
、

も
し
こ
れ
が
広
く
社
会
実

装
さ
れ
れ
ば
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
は
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ど
こ

ろ
か
マ
イ
ナ
ス
ま
で
引
き

下
げ
る
こ
と
が
理
論
上
は

可
能
に
な
る
。
す
で
に
海

外
で
は
一
部
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
利
用
さ
れ
て
は
い

る
が
、
現
時
点
で
は
ま
だ

汎
用
的
に
利
用
で
き
る
段

階
に
は
な
い
。
炭
酸
カ
ル

シ
ウ
ム
を
生
成
す
る
た
め

の
カ
ル
シ
ウ
ム
源
を
ど
こ

か
ら
確
保
す
る
か
が
大
き

な
課
題
と
な
る
。

　
―
―
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

原
料
に
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ

ク
ル
を
実
現
す
る
と
い
う

意
味
で
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム

カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
も
同

様
の
技
術
と
い
え
ま
す
。

　
Ｃ
Ｃ
Ｃ
は
大
気
中
の
Ｃ

Ｏ
２
と
水
、
カ
ル
シ
ウ
ム

を
含
ん
だ
使
用
済
み
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
原
料
と
し

た
技
術
で
、
全
国
ど
こ
に

で
も
存
在
す
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
と
Ｃ
Ｏ
２

で
製
造
で
き
る
た
め
、
地

産
地
消
か
つ
完
全
な
資
源

循
環
を
達
成
で
き
る
可
能

性
を
持
っ
て
い
る
。

　
か
つ
て
セ
メ
ン
ト
が
製

造
さ
れ
た
時
に
排
出
し
た

Ｃ
Ｏ
２
を
用
い
て
、
構
造

物
の
解
体
に
よ
っ
て
生
じ

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
の
間

に
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
結

合
材
と
し
て
生
じ
さ
せ
、

新
た
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

す
る
。
あ
る
意
味
で
は
過

去
の
負
の
遺
産
を
新
た
な

形
で
償
う
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
の
も
の
で
、
理
論
上
は

し
て
い
る
こ
と
で
主
製
品

を
製
造
し
て
い
る
産
業
と

の
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

の
形
と
な
っ
て
お
り
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
と
し
て
は
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
が
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
て
い
な
い
が
実
質
は

製
造
時
に
Ｃ
Ｏ
２
が
排
出

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
方
で
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
る
こ
と
が
将
来

的
に
な
い
と
は
い
え
な
い

の
で
、
そ
の
場
合
に
ど
う

す
る
か
を
常
に
考
え
て
お

か
な
い
と
い
け
な
い
と
い

う
課
題
が
あ
る
。

　
カ
ー
ボ
ン
キ
ュ
ア
は
製

造
時
に
工
業
系
の
排
ガ
ス

に
含
ま
れ
て
い
る
Ｃ
Ｏ
２

を
液
化
し
て
生
コ
ン
に
注

入
し
て
製
造
す
る
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ン
ク

リ
ー
ト
だ
。
Ｃ
Ｏ
２

を

使
っ
て
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

を
作
り
、
そ
れ
を
核
と
し

て
セ
メ
ン
ト
水
和
物
の
析

出
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、

従
来
よ
り
も
コ
ン
ク
リ
ー

　
―
―
セ
メ
ン
ト
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
お
い
て
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実

現
す
る
技
術
開
発
の
方
向

性
と
は
。

　
セ
メ
ン
ト
製
造
時
の
省

エ
ネ
技
術
の
開
発
が
頭
打

ち
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
か

ら
は
、
排
出
さ
れ
て
い
る

Ｃ
Ｏ
２
や
す
で
に
排
出
さ

れ
て
し
ま
っ
た
Ｃ
Ｏ
２
を

吸
収
し
、
セ
メ
ン
ト
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
中
で
使
い

こ
な
し
て
い
く
技
術
を
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
Ｃ
Ｏ
２
は
大
気
中
の

も
の
と
、
工
業
系
排
ガ
ス

由
来
の
も
の
に
分
類
さ
れ

る
が
、
産
業
と
し
て
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
実
現
す
る
に
は
排
出
元

で
吸
収
し
て
使
う
方
が
抑

制
に
も
つ
な
が
る
の
で
近

道
と
い
え
る
。
工
業
系
排

ガ
ス
は
　
％
程
度
の
Ｃ

２０

Ｏ
２
を
含
ん
で
お
り
、
大

気
中
の
も
の
に
比
べ
て
吸

収
も
し
や
す
い
。

　
す
で
に
実
用
化
段
階
に

あ
る
Ｃ
Ｏ
２
を
使
う
コ
ン

ク
リ
ー
ト
技
術
と
し
て
、

Ｃ
Ｏ
２
―
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ

や
カ
ー
ボ
ン
キ
ュ
ア
な
ど

が
あ
る
。
Ｃ
Ｏ
２
―
Ｓ
Ｕ

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
は
副
産
物
で
あ

る
γ
―
Ｃ
２
Ｓ
を
結
合
材

と
し
て
用
い
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
強
制
的
に
炭
酸

化
養
生
し
て
Ｃ
Ｏ
２
を
吸

収
さ
せ
た
も
の
。
低
炭
素

な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
は
あ

る
が
、
副
産
物
を
原
料
と

工
業
系
排
ガ
ス
活
用

カ
ー
ボ
ン
キ
ュ
ア
 強
度
増
進
で
排
出
削
減

解
体
コ
ン
利
用
を
検
討

ス
ラ
ッ
ジ
 有
用
な
リ
サ
イ
ク
ル
材
に

株式会社株式会社フローリックフローリック
〒170-0013
東京都豊島区東池袋1-10-1
TEL  03(5960)6911   FAX  03(5960)6915

〒693-0043
島 根 県 出 雲 市 長浜町 1 3 7 2 - 8
TEL  0853(28)8111㈹  FAX  0853(28)8600
ホームページ URL : www.fukuma-shoji.co.jp/
メールアドレス : info@fukuma-shoji.co.jp

特　　長

１. 底板部と円筒部の接触部分にシリコンパッキ 
　 ンを利用していますので、漏水が完全に防げ       
　 ます。供試体間のバラツキの減少により、正確
　 な強度管理ができます。

2. 円筒部が一体型ですので、カミ合わせのズレによ            
　 るキャッピング精度の不良は全くありません。

3. 底板部がはずせますので、平面度検査が可能です。

4. 作業時間の短縮。
　従来の型枠にかかる作業時間の約1/3で作業が終
　了致しますので、省力化・人件費の節約が図れます。

5. 供給圧縮空気が0.3～0.4ＭＰaですので、
   プラントのコンプレッサーのみならず、
   ベビーコンプレッサーで十分対応できます。

6. 特殊な器具は一切使用しないため、
   周辺機器のメンテナンスが全く不要です。

7. キャッピング方式をとらない（ケンマ方式）
　工場でも使用可能です。 

●解体・組立不要
       〔スピーディーな作業性

脱型5秒/本　掃除1分/本〕

●シンプルなデザイン
       〔凸凹が少なく外面のコンクリートの付着減少〕

●漏水シャットアウト
      〔供試体間の強度のバラツキ減少〕

「JIS A 1132-1993(コンクリートの強度試験
用供試体の作り方）4.2器具」に適合
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ココココココココココ
ンンンンンンンンンン
クククククククククク
リリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトト
圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧
送送送送送送送送送送
・・・・・・・・・・
骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨

コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
・
骨
材材材材材材材材材材材

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

植樹祭に１５０人が参加した

東
北
、
九
州
な
ど
他
地
域

産
と
の
成
長
度
の
差
を
比

較
調
査
す
る
。
青
木
社
長

は
「
今
回
の
実
験
デ
ー
タ

で
早
生
樹
が
、
千
葉
県
内

で
も
砂
採
取
跡
地
を
緑
化

す
る
樹
木
と
し
て
認
め
ら

れ
れ
ば
、
当
社
で
も
検
討

し
て
み
た
い
」と
語
っ
た
。

　
同
地
の
隣
接
地
で
来
年

度
も
１
２
０
０
本
植
樹
す

る
予
定
だ
。

共
同
で
作
業
し
た
。

　
今
回
は
、
通
常
の
国
有

林
で
植
樹
す
る
杉
や
檜
よ

り
も
早
く
成
長
す
る
「
早

生
樹
（
そ
う
せ
い
じ
ゅ
）」

を
植
え
た
。
品
種
は
材
木

育
種
セ
ン
タ
ー
が
提
供
し

た
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
３
０
０

本
、
キ
ハ
ダ
３
０
０
本
、

セ
ン
ダ
ン
　
本
、
チ
ャ
ン

４５

チ
ン
　
本
、
ユ
リ
ノ
キ
　

６０

８０

本
に
加
え
、
早
生
樹
と
の

比
較
対
象
用
の
ス
ギ
　
本
６０

の
約
８
０
０
本
。
コ
ウ
ヨ

ウ
ザ
ン
は
中
国
・
台
湾
原

産
の
造
林
樹
木
で
、
国
内

に
は
江
戸
時
代
以
前
に
導

入
さ
れ
て
い
る
。
キ
ハ
ダ

は
国
内
全
土
に
分
布
し
て

い
る
も
の
の
、
北
海
道
や

丸
和
早
生
樹
の
森
」
植
樹

祭
を
行
っ
た
。
約
１
６
０

人
が
参
加
し
た
。
こ
の
う

ち
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
か
ら

は
小
・
中
・
高
校
生
と
保

護
者
ら
含
め
　
人
が
参
加

５８

し
た
。

　
今
回
植
樹
を
し
た
場
所

は
、
丸
和
建
材
社
の
戸
崎

工
場
に
隣
接
し
て
お
り
、

同
社
は
森
林
管
理
事
務
所

が
呼
び
か
け
た
植
樹
祭
に

応
募
し
た
。
森
林
管
理
事

務
所
で
調
整
し
、
今
回
の

植
樹
は
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

と
材
木
育
種
セ
ン
タ
ー
と

　
千
葉
の
山
砂
大
手
、
丸

和
建
材
社
（
青
木
龍
一
社

長
）
は
　
日
、
ガ
ー
ル
ス

２２

カ
ウ
ト
千
葉
市
協
議
会
、

林
野
庁
関
東
森
林
局
千
葉

森
林
管
理
事
務
所
、
森
林

総
合
研
究
所
材
木
育
種
セ

ン
タ
ー
と
共
同
で
、
君
津

市
に
あ
る
国
有
林
　
林
班

８６

内
で「
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
・

国
有
林
に
早
生
樹
を
植
樹

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
ら
と
共
同
で

丸和建材社

青木社長

ガールスカウトと共同で植樹

品
質
評
価
と
健
康
投
資
の

見
え
る
化
に
向
け
て
栗
本

氏
の
ほ
か
、
ラ
フ
ー
ル
の

結
木
啓
太
代
表
取
締
役
社

長
、
太
陽
生
命
保
険
の
陶

山
浩
一
朗
人
事
部
長
が
パ

ネ
ラ
ー
と
し
て
登
壇
す

る
。
　
料
金
は
無
料
で
締
め
切

り
は
６
月
４
日
。
申
込
完

了
後
に
当
選
者
に
視
聴
方

法
を
メ
ー
ル
す
る
。詳
細
、

申
し
込
み
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
。

法
と
は
？
」を
開
催
す
る
。

対
象
は
企
業
の
総
務
・
人

事
担
当
者
や
経
営
者
で
、

定
員
は
　
人
。
応
募
者
多

５０

数
の
場
合
は
抽
選
と
し
て

い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
働
き
方

が
大
き
く
変
わ
る
な
か
、

社
員
の
健
康
管
理
や
健
全

な
身
体
づ
く
り
の
推
進
が

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
を

躍
進
す
る
た
め
の
重
要
な

要
素
に
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ

い
て
応
え
る
セ
ミ
ナ
ー
を

企
画
し
た
。
基
調
講
演
で

は
経
済
産
業
省
商
務
・

サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
ヘ
ル

ス
ケ
ア
産
業
課
専
門
官
の

栗
本
翔
多
氏
が
「
健
康
経

営
の
普
及
と
今
後
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
講
演
し
、
健
康
経
営

に
取
り
組
む
意
義
や
最
新

の
動
向
を
解
説
す
る
。
そ

の
後
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
健
康
経
営
」
の

　
産
経
新
聞
社
は
６
月
　１１

日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

時
代
で
さ
ら
に
求
め
ら
れ

る
、
健
康
経
営
の
実
現
方

健
康
経
営
で
セ
ミ
ナ
ー

産
経
新
聞
社

最新技術が詰め込まれたポンプ車に注目が
集まった

４
は
ブ
ー
ム
長
　
斡
で
、

１８

タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
に
載
せ

て
使
用
で
き
る
ほ
か
、
オ

プ
シ
ョ
ン
で
台
車
な
ど
に

搭
載
す
る
こ
と
で
自
走
も

可
能
。
天
井
高
４
・
５
斡

以
下
で
展
開
可
能
な
た

め
、
高
規
格
道
路
の
ト
ン

ネ
ル
や
屋
内
で
も
使
用
で

き
る
。
ベ
ト
ン
テ
ッ
ク
で

は
今
後
も
一
定
量
の
工
事

が
見
込
め
る
倉
庫
工
事
で

同
機
を
活
用
す
る
こ
と
で

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
の
省

力
化
が
可
能
と
し
て
い

る
。
当
日
は
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
で
ブ
ー
ム
の
操
作
も

で
き
た
た
め
、
見
学
者
の

多
く
が
実
際
に
操
作
し
て

ブ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど
を
確

認
し
て
い
た
。

ニ
ュ
ー
は
全
て
日
本
語
表

示
と
な
っ
て
お
り
、
海
外

メ
ー
カ
ー
車
の
課
題
で
あ

る
言
語
表
記
が
分
か
り
や

す
い
の
も
特
徴
だ
。

　
１
時
間
当
た
り
の
最
大

吐
出
量
は
１
４
０
逢
で
、

最
大
吐
出
圧
は
８
・
１
Ｍ

Ｐ
ａ
。
ラ
ジ
コ
ン
は
共
通

の
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で

操
作
で
き
る
。
シ
ャ
ー
シ

は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
大
型

車
メ
ー
カ
ー
の
ス
カ
ニ
ア

製
。
べ
ト
ン
ス
タ
ー
社
の

ポ
ン
プ
は
２
０
１
５
年
に

ロ
シ
ア
・
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
ク
で
欧
州
最
高
層

ビ
ル
ラ
フ
タ
・
セ
ン
タ
ー

（
４
６
２
斡
）
の
基
礎
工

事
で
１
万
９
６
２
４
逢
の

生
コ
ン
を
　
時
間
連
続
打

４９

設
し
ギ
ネ
ス
記
録（
当
時
）

に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
技

術
力
に
定
評
が
あ
る
。
ベ

ト
ン
テ
ッ
ク
社
は
昨
年
、

代
理
店
契
約
を
結
び
、
日

本
販
売
代
理
店
と
な
っ

た
。
　
ま
た
、
展
示
会
で
は
Ｅ

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｍ
社
の

「
Ｅ
Ｃ
Ｐ
　
Ｚ
Ｘ
」
と

２６

ブ
ー
ム
マ
キ
ナ
社
の
カ
ニ

型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
デ
ィ
ス

ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
「
Ｂ
Ｈ

Ｄ
　
Ｒ
Ｚ
４
」
も
実
機
展

１８
示
し
た
。
Ｂ
Ｈ
Ｄ
　
Ｒ
Ｚ

１８

跡
可
能
に
す
る
な
ど
品
質

の
証
と
な
っ
て
い
る
。
ス

ト
レ
ン
ク
ス
は
従
来
の
鋼

板
に
比
べ
て
軽
量
で
薄
い

た
め
、
積
載
量
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
、
燃
料
消
費

と
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）

排
出
を
抑
制
す
る
。

　
ま
た
、
ポ
ン
プ
に
接
続

す
る
全
て
の
電
気
部
品
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
監
視

制
御
し
、
異
常
・
故
障
時

も
警
告
が
出
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
メ
イ
ン
メ

　
ベ
ト
ン
テ
ッ
ク
（
三
重

県
東
員
町
、
長
谷
川
聖
紘

社
長
）
は
４
月
　
日
と
５

２６

月
　
日
に
整
備
工
場
東
海

１０
（
三
重
県
桑
名
市
）
で
ト

ル
コ
の
大
手
建
設
機
械

メ
ー
カ
ー
、
べ
ト
ン
ス

タ
ー
社
の
国
内
販
売
第
１

号
機
「
Ｈ
　
―
５
Ｚ
」
の

３７

内
覧
会
を
行
っ
た
。
併
せ

て
、
韓
国
の
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｄ

Ｉ
Ｇ
Ｍ
社
の
ポ
ン
プ
車
と

ト
ル
コ
の
ブ
ー
ム
マ
キ
ナ

社
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー
も
展
示
し
、
両
日
で

関
東
か
ら
九
州
の
圧
送
業

者
ら
約
　
人
が
見
学
に
訪

９０

れ
た
。

　
ベ
ト
ン
ス
タ
ー
社
の
Ｈ

　
―
５
Ｚ
は
ブ
ー
ム
長
　

３７

３７

斡
の
５
段
ブ
ー
ム
車
で
、

格
納
方
法
に
工
夫
を
加
え

る
こ
と
で
４
段
と
同
じ
よ

う
に
格
納
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
鋼
板
に
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
製
鉄
の
ス
ト

レ
ン
ク
ス
を
用
い
て
お

り
、
Ｍ
ｙ
　
Ｉ
ｎ
ｎ
ｅ

ｒ
　
Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｎ
ｘ
認
証

を
取
得
し
て
い
る
。
同
社

の
認
証
は
ポ
ン
プ
車
唯
一

で
、
シ
リ
ア
ル
番
号
で
追

ト
ル
コ
製
ポ
ン
プ
初
披
露

ベ
ト
ン
テ
ッ
ク
 全
国
か
ら
　
人
参
加

９０

レ
ス
Ｆ
Ｆ
Ｈ
メ
イ
ン
ポ
ン

プ
と
ド
ラ
イ
ブ
シ
リ
ン

ダ
ー
機
構
に
よ
っ
て
振
動

を
軽
減
し
、
ス
ム
ー
ズ
な

ポ
ン
ピ
ン
グ
を
可
能
と
し

た
。
ま
た
、
高
低
圧
切
替

オ
プ
シ
ョ
ン
を
採
用
し
、

最
大
吐
出
圧
力
は
標
準
仕

様
で
６
・
７
Ｍ
Ｐ
ａ
、
高

圧
仕
様
で
　
Ｍ
Ｐ
ａ
を
達

１０

成
し
て
い
る
。
１
台
で
多

様
な
現
場
へ
の
対
応
を
可

能
と
し
、
建
築
、
土
木
い

ず
れ
の
現
場
で
も
能
力
を

発
揮
す
る
。

　
ま
た
、
同
展
で
は
ポ
ン

プ
車
だ
け
で
な
く
、
小
型

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー

の
展
示
を
行
っ
た
ほ
か
、

定
置
式
モ
ル
タ
ル
ポ
ン
プ

な
ど
も
紹
介
し
た
。
同
社

で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ン

プ
だ
け
で
な
く
、
土
木
・

作
業
用
ポ
ン
プ
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。
近
年
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
維

持
・
補
修
現
場
で
大
容
量

の
モ
ル
タ
ル
を
圧
送
で
き

る
機
種
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
お
り
、
今
後
は
小

型
ポ
ン
プ
の
展
開
も
強
化

し
て
い
く
。

量
化
を
図
っ
た
。

　
心
臓
部
分
の
ポ
ン
プ
は

プ
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
の
特
徴

で
あ
る
高
性
能
シ
ョ
ッ
ク

　
プ
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ャ

パ
ン
（
千
葉
県
富
里
市
、

岡
勇
樹
社
長
）
は
日
本
市

場
向
け
に
開
発
し
た
セ
ミ

ロ
ン
グ
ブ
ー
ム
車
「
Ｂ
Ｓ

Ｆ
　
―
４
」
を
５
月
　
～

２７

１２

　
日
、
千
葉
市
の
幕
張

１４メ
ッ
セ
で
開
か
れ
た
Ｃ
Ｓ

Ｐ
Ｉ
―
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
建
設
・

測
量
生
産
性
向
上
展
に
出

展
し
た
。
一
般
向
け
に
披

露
す
る
の
は
初
め
て
。
同

展
に
訪
れ
た
ゼ
ネ
コ
ン
関

係
者
ら
は
実
機
に
触
れ
て

ブ
ー
ム
の
稼
働
状
況
な
ど

を
確
認
し
た
。

　
Ｂ
Ｓ
Ｆ
　
―
４
は
ド
イ

２７

ツ
と
日
本
の
技
術
者
が
共

同
で
開
発
し
た
。
高
い
機

動
性
の
実
現
を
目
指
し
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
２
軸
ト

ラ
ッ
ク
（
４
×
２
シ
ャ
ー

シ
）
で
、
ブ
ー
ム
長
は
　２７

斡
４
段
Ｚ
型
と
し
た
。
同

モ
デ
ル
は
ド
イ
ツ
の
プ
ツ

マ
イ
ス
タ
ー
が
日
本
市
場

向
け
に
開
発
し
た
初
め
て

の
マ
シ
ン
で
、
プ
ツ
マ
イ

ス
タ
ー
自
体
が
一
つ
の
国

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
開
発
し

た
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
あ

る
。
ま
た
、
同
社
は
　
斡
３０

超
の
大
型
ブ
ー
ム
車
を
メ

イ
ン
に
据
え
て
き
た
が
、

今
後
は
中
型
、
大
型
両
機

種
に
力
を
入
れ
る
。

　
シ
ャ
ー
シ
は
コ
ン
パ
ク

ト
な
ホ
イ
ー
ル
ベ
ー
ス
ト

ラ
ッ
ク
で
、
ス
カ
ニ
ア
と

日
野
自
動
車
の
２
車
種
。

車
両
全
長
は
９
斡
以
下
を

実
現
し
、
都
市
部
の
狭
隘

な
現
場
に
も
入
場
で
き

る
。
ブ
ー
ム
は
強
固
で
軽

日
本
向
け
ポ
ン
プ
展

日
本
向
け
ポ
ン
プ
展
示示

プ
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
 多
様
な
現
場
に
展
開

ブームの稼働など多くの注目を集めた

新
年
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
計
画
し
て
い
る
こ
と
を

報
告
し
た
。

　
総
会
前
、
昨
年
度
に
実

施
で
き
な
か
っ
た
関
東
経

済
産
業
局
長
表
彰
式
と
安

全
管
理
功
労
表
彰
式
を
開

い
た
。
関
東
経
済
産
業
局

長
表
彰
は
優
良
採
石
事
業

所
が
東
京
石
灰
工
業
岩
間

工
場
、
優
良
採
石
功
労
者

は
二
ノ
倉
開
発
の
小
嶋
丈

介
氏
が
表
彰
さ
れ
た
。
安

全
管
理
功
労
表
彰
で
は
、

安
全
優
良
事
業
所
が
篠
崎

建
材
砕
石
工
場
、
安
全
管

理
功
労
者
は
関
東
商
工
の

河
野
秀
幸
氏
、
静
甲
工
業

の
田
中
一
義
氏
、
安
全
優

良
者
は
村
尾
組
の
鮎
川
秀

光
氏
、
東
京
石
灰
工
業
の

長
山
吉
伸
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
し
た
。

ホ
テ
ル
で
総
会
を
開
き
、

青
木
栄
久
本
部
長
を
重
任

し
た
。

　
あ
い
さ
つ
で
青
木
本
部

長
は
、
昨
年
度
に
　
周
年

７０

の
記
念
誌
が
完
成
し
た
こ

と
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

「
各
種
行
事
が
行
え
な

か
っ
た
」と
説
明
。
た
だ
、

今
年
度
は
秋
か
ら
は
コ
ロ

ナ
に
対
応
し
た
ワ
ク
チ
ン

が
い
き
わ
た
る
こ
と
を
想

定
し
て
、
安
全
大
会
を
皮

切
り
に
、現
地
視
察
研
修
、

　
日
本
砕
石
協
会
関
東
地

方
本
部
は
　
日
、
都
内
の

１３

青木本部長

青
木
本
部
長
を
重
任

砕
石
関
東

団
体
総
会

の
深
い
行
政
と
の
意
見
交

換
の
場
の
創
設
④
Ｋ
Ｙ

（
危
険
予
知
）
活
動
や
災

害
防
止
に
関
す
る
集
合
研

修
の
開
催
と
関
東
地
方
本

部
主
催
の
安
全
大
会
へ
の

参
加
を
通
じ
た
危
機
管
理

意
識
の
醸
成
な
ど
に
取
り

組
む
。

　
昨
年
度
末
に
ほ
ん
だ
石

産
が
工
組
か
ら
脱
退
し
た

た
め
、
工
組
員
は
　
社
と

１０

な
っ
た
。
砕
石
生
産
の
終

了
が
理
由
。

　
東
京
都
砕
石
工
業
組

合
、
日
本
砕
石
協
会
東
京

都
支
部
は
　
日
、
総
会
を

１９

開
い
た
。
役
員
改
選
で
工

組
の
原
田
充
彦
理
事
長
、

支
部
の
高
瀬
順
昭
支
部
長

を
そ
れ
ぞ
れ
重
任
し
た
。

　
工
組
で
は
今
年
度
①
新

た
な
広
報
媒
体
の
制
作
②

生
産
、
流
通
両
委
員
会
の

活
動
活
発
化
で
さ
ら
な
る

労
働
災
害
の
減
少
と
価
格

の
適
正
化
を
達
成
③
関
係

原
田
理
事
長
を
重
任

高
瀬
支
部
長
が
再
任

東
京
砕
石

　
神
奈
川
県
コ
ン
ク
リ
ー

ト
圧
送
業
協
同
組
合
は
８

日
、
横
浜
市
内
の
ホ
テ
ル

プ
ラ
ム
で
通
常
総
会
を
開

い
た
。役
員
改
選
を
行
い
、

新
理
事
長
に
秋
山
一
彦
氏

（
秋
山
企
業
代
表
取
締

役
）
が
就
い
た
。

新
理
事
長
に
秋
山
氏

神
奈
川
圧
送
協
組秋山理事長

わ
れ
た
。

　
町
田
氏
は
１
９
６
５
年

に
東
京
大
学
大
学
院
修

了
。
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
大

林
組
を
経
て
埼
玉
大
学
で

研
究
・
教
鞭
を
執
り
、
副

学
長
を
務
め
た
。
生
コ
ン

業
界
と
の
関
係
も
深
く
、

　
年
に
埼
玉
県
生
コ
ン
ク

９８リ
ー
ト
品
質
管
理
監
査
会

議
議
長
に
就
き
、　
年
以

２０

上
に
わ
た
っ
て
品
質
管
理

の
向
上
や
監
査
制
度
の
定

着
に
尽
力
し
た
。　
年
に

１９

は
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
し

た
。

　
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
の

町
田
篤
彦
氏
（
ま
ち
だ
・

あ
つ
ひ
こ
）
が
　
日
、
死

１９

去
し
た
。　
歳
。
す
で
に

８０

葬
儀
は
家
族
葬
で
執
り
行

町
田
篤
彦
氏
が
逝
去

埼
玉
大
学
名
誉
教
授

人
事
・
機
構

　
太
平
洋
セ
メ
ン
ト

　（
６
月
　
日
）▽
フ
ィ
リ
ピ
ン

１１

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
（
設
備

部
海
外
技
術
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
）
氏
川
淳
一
▽
設
備
部
安

全
管
理
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
）
鈴
木
秀
一
▽
設
備

部
設
備
企
画
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
（
設
備
部
安
全
管
理
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
兼
同
部
設
備

企
画
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）
玉

井
侯
徳

　（
６
月
　
日
開
催
予
定
の
定

２９

時
株
主
総
会
後
）
▽
社
外
取
締

役
（
信
託
協
会
専
務
理
事
）
振

角
秀
行

　
住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト

　（
６
月
　
日
）
取
締
役
会
長

２９

（
社
長
）
関
根
福
一
▽
代
表
取

締
役
社
長
（
取
締
役
常
務
執
行

役
員
）
諸
橋
央
典
▽
代
表
取
締

役
（
取
締
役
）
専
務
執
行
役
員

土
井
良
治
▽
取
締
役
専
務
執
行

役
員
（
常
務
執
行
役
員
）
小
西

幹
郎
▽
取
締
役
・
稲
川
龍
也
▽

取
締
役
（
関
電
工
取
締
役
副
会

長
）
森
戸
義
美
▽
技
監
（
取
締

役
常
務
執
行
役
員
）
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配合理論を基礎から解説した貴重な1冊

コンクリート新聞社 TEL. 03-5363-9711

　コンクリートを製造する際の各材料の使用量を定める配合
設計は、コンクリートの基本的な品質や性能を左右する重要
な作業です。
　そのため、過去には多くの研究者が最適な配合を求める
手法の究明に努めてきましたが、規準類が整備された現在で
は、示された手順に従い試作を繰り返して配合を決定するこ
とが一般的となり、想定外の問題に対応できたり、一から配
合設計を行えるコンクリート技術者が少なくなっています。
　本書は、コンクリート工学の泰斗である松下博通・九州大学
名誉教授の薫陶を受けた著者が、上記のような現状を憂い
た亡師の強い薦めにより、後学のためにコンクリートの配合設
計理論に関する研究をまとめたものです。
　「こうすればこうなる」「こういうときはこうする」というマニュア
ルから一歩進んで、「なぜそうなるのか」「なぜそうするのか」、

著：三宅淳一　監修：松下博通
A５判　256ページ　上製本
定価：4,180円（税込）

配合設計と品質管理業
務の本質的な意味を解
説した専門書です。

コンクリートの配合設計と品質管理
「性能」「品質」「経済性」を決定する配合の論理

２版１版１刷２版１版１刷２版１刷

口絵カラー
第１部　POCの基礎
第２部　POCの研究（基礎編）
　１.調合・製造
　２.品質
　３.耐久性
　４.品質管理・検査
　５.運搬・締固め
第３部　POCの研究（応用編）
　１.小規模POCの揚水性能
　２.大粒径POC
　３.豪雨対策への応用
第４部　小規模なPOC工事の
　　     実施例
　１.設計・製造・施工のポイント
　２.品質管理
　３.施工事例
付　録　
　玉井元治先生のご業績、
　ほか
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コンクリート新聞社 TEL. 03-5363-9711
編著者 ： 畑中重光　　Ｂ5判 248ページ　定価 ： 4,180円（税込）

『透水性コンクリート（POC）の基礎と実践』
―環境共生と豪雨対策を目指して―

　地球環境の保全が人類
共通の課題となっている。
コンクリート分野にとっ
ても重要なテーマとなっ
ており、環境共生技術の
一つとして、透水性や保
水性、植生などの多様な
性能を持つポーラスコン
クリート（POC）が開発、
実用化されている。さら
に、POCは豪雨対策にも
有効であり、今後、防災・
減災を柱とする国土強靭
化において重要な役割を
果たすことが期待されて
いる。
　本書は編著者らによる
「POCの基礎研究と実践」
に関する知見を収録。
POCの調合・製造から運
搬・締固めまで系統的に
解説しているほか、豪雨
対策への応用や施工のポ
イントなどが分かりやす
く記されている。
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